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一 

は
じ
め
に 

一
・
一 

問
題
の
所
在 

「
萌
」
と
い
う
字
は
、
常
用
漢
字
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、「
萌
芽
」
と
い

う
熟
語
の
語
形
と
し
て
、
ホ
ウ
と
い
う
音
読
み
が
流
通
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
中
古
音
で
は
明
母[m

 (>
 m

b
) ]

に
属
す
る
字
で
あ
る
た
め
、
日
本
漢

字
音
の
音
形
と
し
て
は
、
マ
行
な
い
し
バ
行
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
韻
母

は
、
梗
摂
二
等
平
声
の
耕
韻[ɐŋ

]

一

に
属
し
、
歯
音
字
以
外
で
は
一
般
に
ア
段
＋

ウ
（
呉
音
の
一
部
は
イ
段
＋
ヤ
ウ
）
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
漢
和
辞
典
に

よ
っ
て
、
呉
音
を
ミ
ャ
ウ
と
す
る
も
の
と
マ
ウ
と
す
る
も
の
、
漢
音
を
マ
ウ
と

す
る
も
の
と
バ
ウ
と
す
る
も
の
と
が
分
か
れ
て
お
り
、
ど
の
認
定
が
妥
当
な
の

か
を
、
実
例
を
も
と
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
現
代
語
の
「
ホ
ウ
」
の
音
は
、
声
母
の
対
応
と
い
う
点
で
例
外
的
で

あ
り
、
多
く
の
漢
和
辞
典
が
共
通
し
て
「
慣
用
音
」
と
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
い
つ
頃
か
ら
用
い
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
の
か

は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
字
音
の
変
化
と
、

そ
の
原
因
に
つ
い
て
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 一
・
二 

本
稿
の
構
成 

本
稿
は
、「
萌
」
の
字
に
つ
い
て
、
中
古
中
世
（
と
く
に
鎌
倉
以
前
）
に
お
け

る
古
訓
点
・
古
辞
書
に
み
え
る
実
例
に
基
づ
く
帰
納
的
な
字
音
認
定
を
行
う
と

と
も
に
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
諸
資
料
に
見
ら
れ
る
音
形
を
確
認
し
、
字
音
の

変
遷
と
そ
の
背
景
を
追
究
す
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
ず
二
節
に
お
い
て
問
題
点
を
整
理
し
た
の
ち
、
三
節
で
は
、
呉
音
・
漢
音

と
も
に
音
形
は
マ
ウ
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
、
室
町
時
代
に
は
「
萠
」
の
「
朋
」

か
ら
の
類
推
で
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
ホ
ウ
・
ボ
ウ
の
音
も
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
示
す
。
四
節
で
は
、
近
世
以
後
は
漢
籍
で
モ
ウ
（
マ
ウ
）
が
使

用
さ
れ
な
く
な
り
、
さ
ら
に
近
代
で
は
一
般
の
漢
語
に
お
け
る
ボ
ウ
の
使
用
も

減
じ
る
こ
と
を
示
す
。 

五
節
で
は
、
近
世
に
「
モ
ウ
（
マ
ウ
）
」
が
使
用
さ
れ
な
く
な
る
背
景
に
つ
い

て
、
特
に
常
用
字
で
な
い
場
合
、
明
母
字
の
漢
音
を
一
律
に
バ
行
音
と
す
る
動
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き
が
近
世
初
期
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
近
代
に

「
ボ
ウ
」
が
使
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
代
に
至
る
ま
で
「
萠
」

の
字
体
が
使
い
続
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
同
じ
く
ボ
ウ
・
ホ
ウ
二
音
か
ら
ホ
ウ
に

一
元
化
し
た
「
朋
」
と
軌
を
一
に
す
る
変
化
を
遂
げ
た
も
の
と
解
釈
す
る
。 

以
下
、
用
例
を
引
用
す
る
際
に
は
、
下
部
を
「
明
」
に
作
る
「
萌
」
と
、
下

部
を
「
朋
」
に
作
る
「
萠
」
と
の
二
種
の
字
体
を
区
別
し
て
示
し
、
字
種
と
し

て
言
及
す
る
際
に
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
《
萌
》
と
表
記
す
る
。
二
種
の
字
体

の
区
別
は
、
左
下
が
《
月
》
と
書
か
れ
る
か
《
日
》
と
書
か
れ
る
か
を
基
準
と

し
、
「
月
」
「
⺼
」
「

」
な
ど
の
違
い
は
捨
象
し
て
「
萠
」
で
示
す
。
下
部
の

《
朋
》
を
「

」
の
よ
う
に
書
く
字
体
も
見
え
た
が
、
同
様
に
「
萠
」
で
示
す
。

一
方
、
下
部
を
《
明
》
の
異
体
字
で
あ
る
「
眀
」「
朙
」
に
作
る
字
体
は
、
そ
れ

ぞ
れ
「

」「
𦹩
」
で
示
す
。
な
お
、《
萌
》
以
外
の
字
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
て
引
用
す
る
。 

使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
や
索
引
類
に
つ
い
て
は
、
稿
末
に
ま
と
め
て
示
し
、
本

文
中
で
は
説
明
を
多
く
省
略
し
た
。
用
例
の
具
体
的
な
所
在
に
つ
い
て
は
、
付

記
に
示
し
た
リ
ン
ク
先
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

二 

問
題
点
の
整
理 

二
・
一 

中
古
音
の
音
注
の
整
理 

ま
ず
、
論
の
前
提
と
な
る
、
中
古
音
資
料
に
お
け
る
《
萌
》
字
の
音
注
を
整

理
し
て
お
く
。 

『
広
韻
』
で
は
、
下
平
十
三
・
耕
韻
の
甍
小
韻
（
莫
耕
切
）
の
四
番
目
に
《
萌
》

が
見
え
、
義
注
は
「
萌
牙
」
と
の
み
あ
る
。
先
行
す
る
『
切
韻
』
系
韻
書
（
『
切

三
（S
. 2

0
7

1

）
』『
王
二
（
内
府
本
刊
謬
補
缺
切
韻
）
』『
王
三
（
全
本
王
仁
昫
刊

謬
補
缺
切
韻
）
』
）
で
も
、
反
切
は
同
じ
で
あ
る
。 

高
山
寺
本
『
篆
隷
万
象
名
義
』
に
は
「
麦
耕
反
、
萠
芽
也
、
本
也
」
と
あ
り
、

反
切
上
字
は
『
切
韻
』
系
韻
書
と
異
な
る
が
、
《
莫
》
《
麦
》
と
も
に
明
母
字
で

変
わ
り
は
無
い
。
『
宋
本
玉
篇
』
の
反
切
も
同
様
で
あ
る
。 

『
玄
応
一
切
経
音
義
』『
慧
琳
一
切
経
音
義
』
の
反
切
も
、
ほ
と
ん
ど
「
麦
耕
」

か
「
莫
耕
」
で
あ
る
二

。『
慧
琳
音
義
』
に
「
麦
彭
反
」
が
一
例
確
認
さ
れ
る
〔
巻

八
十
・
大
唐
内
典
録
第
十
巻
「
毓
萌
」
〕
が
、
《
彭
》
は
耕
韻
と
重
韻
の
関
係
に

あ
る
庚
韻
二
等
字
で
あ
り
、
こ
の
二
韻
は
『
慧
琳
音
義
』
の
反
映
す
る
秦
音
に

お
い
て
は
同
音
に
帰
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
問
題
と
な
ら
な
い
。 

以
上
か
ら
、
中
古
音
は
耕
韻
明
母
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 

一
方
で
、『
広
韻
』
甍
小
韻
（
莫
耕
切
）
の
七
字
目
の
《
蕄
》
に
、「
爾
雅
云
、

存
存
蕄
蕄
、
在
也
。
又
莫
登
切
。
本
亦
作
萌
。
又
作
𢡗
」
と
い
う
義
注
が
あ
る
。

「
又
莫
登
切
」
と
い
う
反
切
が
示
す
通
り
、《
蕄
》
は
下
平
十
七
・
登
韻
の
瞢
小

韻
（
武
登
切
）
に
も
掲
出
さ
れ
て
お
り
、「
爾
雅
云
、
存
存
蕄
蕄
、
在
也
」
と
い

う
同
内
容
の
義
注
が
あ
る
。
現
行
の
『
爾
雅
』
テ
キ
ス
ト
で
は
「
存
存
萌
萌
、

在
也
〈
郭
璞
注
：
萌
萌
，
未
見
所
出
〉
」〔
釈
訓
三
〕
と
あ
り
、『
経
典
釈
文
』
所

収
『
爾
雅
音
義
』
で
は
「
萌
萌
」
に
つ
い
て
、「
郭
武
耕
反
、
施
亡
三

朋
反
、
字

或
作
蕄
」〔
中
１
４
ウ
〕
と
い
う
二
家
（
郭
氏
・
施
氏
）
の
反
切
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
登
韻
の
《
蕄
》
は
こ
の
施
氏
音
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
集
韻
』
で
は
、
登
韻
に
《
萌
》
を
掲
出
し
、
義
注
に
「
爾

雅
、
萌
萌
、
在
也
。
或
作
𢡗
。
俗
作
蕄
、
非
是
」
と
あ
る
四

。
登
韻
は
、
日
本

漢
字
音
で
は
オ
段
＋
ウ
で
反
映
さ
れ
る
た
め
、
演
繹
的
に
は
「
モ
ウ
」
や
「
ボ

ウ
」
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

し
か
し
、
〈
芽
〉
や
〈
き
ざ
す
〉
と
い
っ
た
意
味
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
た
、

一
般
的
な
字
音
は
、（
規
範
的
に
は
）
梗
摂
二
等
の
耕
韻
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
日
本
の
字
書
・
音
義
類
に
、
登
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韻
の
音
を
反
映
す
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。 

 ・

 
莫
耕
反 

芒
也
、
本
也
、
始
也
、
須
介
〔
天
治
本
新
撰
字
鏡
・
巻
七
２

３
オ
〕 

・
群

 

莫
耕
反
、
慈
恩
云
、
芽
也
始
也
（
以
下
略
）
〔
醍
醐
寺
本
法
華
経
釈

文
・
中
２
２
ウ
〕 

・
萌
𦹩 

亠
（
音
）

甍
（
以
下
略
）
〔
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
・
僧
上
１
９
ウ
〕 

・
萠 

キ
サ
ス

莫
耕
反

〔
前
田
本
色
葉
字
類
抄
・
下
５
９
ウ
〕 

 

二
・
二 

漢
和
辞
典
に
お
け
る
呉
音
・
漢
音
の
整
理 

 

続
い
て
、
代
表
的
、
な
い
し
、
比
較
的
近
年
に
発
売
さ
れ
た
漢
和
辞
典
に
お

け
る
、
《
萌
》
の
日
本
漢
字
音
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
調
査
し
た
（
表
１
）
。
な

お
耕
韻
以
外
の
音
類
を
反
映
す
る
音
形
は
省
略
し
た
。 

            

   
 

表１ 近現代の漢和辞典における《萌》の字音 

書名 出版社 刊年 呉音 漢音 慣用音 

漢和大字典 三省堂 1903 ミヤウ バウ - 

大字典 啓成社 1917 ミヤウ バウ - 

新修漢和大字典増補版 博文館 1936 ミヤウ バウ ハウ 

大漢和辞典 九巻 大修館書店 1958 ミヤウ バウ ハウ 

角川新字源 角川書店 1968 - ボウ(バウ) ホウ(ハウ) 

学研漢和大字典 学研 1978 ミョウ(ミヤウ) モウ(マウ) ボウ(バウ)・ホウ(ハウ) 

大漢和辞典修訂版 九巻 大修館書店 1985 ミヤウ マウ ハウ 

角川大字源 角川書店 1992 - ボウ(バウ) ホウ(ハウ) 

現代漢語例解辞典 2 版 小学館 2001 モウ(マウ) ボウ(バウ) ホウ(ハウ) 

新漢語林 2 版 大修館書店 2011 ミョウ(ミヤウ) モウ(マウ) ボウ(バウ)・ホウ(ハウ) 

新明解現代漢和辞典 三省堂 2012 モウ(マウ) ボウ(バウ) ホウ(ハウ) 

岩波新漢語辞典 3 版 岩波書店 2014 - モウ(マウ) ホウ(ハウ) 

五十音引き漢和辞典 2版 三省堂 2014 モウ(マウ) ボウ(バウ) ホウ(ハウ) 

全訳漢辞海 4 版 三省堂 2016 モウ(マウ) ボウ(バウ) ホウ(ハウ) 

角川新字源改訂新版 角川書店 2017 - 
ボウ(バウ) 

モウ(マウ) 
ホウ 

漢字源改訂 6 版 学研 2018 ミョウ(ミヤウ) モウ(マウ) ボウ(バウ)・ホウ(ハウ) 
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現
代
通
行
音
の
「
ホ
ウ
」
を
慣
用
音
と
す
る
の
は
、
全
て
の
辞
書
に
共
通
す

る
が
、
呉
音
・
漢
音
の
判
断
は
一
定
し
て
い
な
い
。
呉
音
・
漢
音
双
方
の
音
形

を
掲
げ
る
辞
書
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
①
～
③
と
な
る
。 

 

①
呉
音
ミ
ャ
ウ
／
漢
音
バ
ウ…

漢
和
大
字
典
、
大
字
典
、
大
漢
和
辞
典
な
ど 

②
呉
音
ミ
ャ
ウ
／
漢
音
マ
ウ…

学
研
漢
和
大
字
典
、
大
漢
和
辞
典
修
訂
版
な
ど 

③
呉
音
マ
ウ
／
漢
音
バ
ウ…

…

現
代
漢
語
例
解
辞
典
、
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典
、

漢
辞
海
な
ど 

 

①
は
、
文
雄
『
磨
光
韻
鏡
』
や
大
矢
透
『
隋
唐
音
図
』
と
い
っ
た
、
等
韻
学

に
基
づ
い
た
演
繹
的
な
字
音
認
定
の
結
果
と
一
致
す
る
。
②
は
、
三
・
二
節
で

後
述
す
る
有
坂
（
一
九
四
〇
）
の
研
究
を
踏
ま
え
た
判
断
と
思
わ
れ
る
。
③
は
、

日
本
語
資
料
に
実
際
に
確
認
で
き
る
音
形
を
積
極
的
に
採
用
す
る
方
針
の
辞
典

類
に
、
多
く
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
同
様
の
方
針
が
凡
例
に
示
さ
れ

る
『
角
川
新
字
源 

改
訂
新
版
』
は
、
漢
音
に
マ
ウ
・
バ
ウ
二
音
を
認
め
、
呉
音

形
は
掲
げ
て
い
な
い
五

。 

以
上
を
踏
ま
え
、
三
節
・
四
節
で
、
日
本
語
資
料
中
に
見
ら
れ
る
音
形
を
確

認
す
る
。 

 三 

中
古
・
中
世
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

三
・
一 

中
古
中
世
の
呉
音
資
料
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

ま
ず
、
中
古
中
世
の
仏
典
・
音
義
類
か
ら
、
《
萌
》
の
呉
音
形
を
確
認
す
る
。 

『
妙
法
蓮
華
経
』
に
は
、
人
民
を
意
味
す
る
「
群
萌
」
と
い
う
熟
語
が
二
例

見
え
る
。
そ
こ
で
代
表
的
な
法
華
経
音
義
を
み
る
と
、「
萠マ

ウ
（
去
） 

无
香
反
」〔
九

条
家
本
法
華
経
音
〕
、
「

萠
キ
サ
ム

（
上
） 

マ
ウ
／
无
（
去
）

香
（
上
）
」
〔
保
延
本
法
華
経
単

字
〕
、「
萌マ

ウ
（
上
） 

キ
サ
ス
」〔
法
華
経
音
訓
（
至
徳
版
）
〕
の
よ
う
に
、
音
形
は
マ

ウ
、
声
調
は
上
～
去
声
で
現
れ
る
。
仮
名
書
き
法
華
経
で
も
、
足
利
本
・
妙
一

記
念
館
本
と
も
に
「
く
ん
ま
う
」
で
あ
り
、
妙
一
記
念
館
本
の
巻
六
に
は
「
群く

ん
（
去

濁
）

萌ま
う

（
上
）
」
の
差
声
も
確
認
さ
れ
る
。 

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
、「
萌
𦹩 

亠
（
音
）

甍 

キ
サ
ス
（
○
上
濁
平
） 

モ
ユ

（
平
上
） 

禾
（
和
）

マ
ウ
（
平
上
）
」
〔
僧
上
１
９
ウ
〕
と
あ
る
。
「
マ
ウ
」
に
は
上
昇
調
を

示
す
墨
声
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
去
声
と
考
え
ら
れ
る
。 

他
の
仏
書
の
例
と
し
て
は
、
高
山
寺
本
『
大
日
経
疏
』
巻
二
に
「
善
萠マ

ウ

」「
萠マ

ウ

動
」
と
い
っ
た
墨
筆
の
加
点
例
が
あ
る
。
墨
筆
に
は
二
種
あ
る
（
築
島
一
九
八

六
）
が
、「
ウ
」
の
仮
名
字
体
か
ら
判
断
す
る
に
長
治
元
（
一
一
〇
四
）
年
の
点

か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
高
山
寺
本
『
新
訳
華
厳
経
』
寛
喜
元
（
一
二
二
九
）

年
点
に
も
、《
萌
》
に
「
マ
ウ
」
の
加
点
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
榎
木
一
九
九
八
）
。 

親
鸞
遺
文
で
は
、
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
の
書
写
と
伝
え
ら
れ
る
法
雲
寺

本
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
略
本
）
に
「
群ク

ン
（
去
濁
）

萠マ
ウ

（
上
）
」
と
あ
る
六

。
正
嘉
二
（
一

二
五
八
）
年
の
書
写
奥
書
を
持
つ
専
修
寺
本
（
広
本
）
に
も
「
ク
ン
マ
ウ
」
の

仮
名
音
注
が
見
え
る
。
訓
点
資
料
で
あ
る
板
東
本
『
教
行
信
証
』
に
は
「
羣
萠
」

３
例
「
群
萠
」
２
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
《
群
》
に
去
声
の
濁
声
点
、《
萌
》
に
上

声
の
単
声
点
が
施
さ
れ
て
い
る
七

。 

以
上
か
ら
、
中
古
中
世
に
お
け
る
《
萌
》
の
呉
音
形
は
、
マ
ウ
が
基
本
で
あ

り
、
中
古
音
の
平
声
に
対
し
、
仄
声
で
実
現
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 

な
お
、
小
倉
（
一
九
九
五
）
に
よ
れ
ば
、
山
田
本
甲
・
承
応
版
な
ど
の
法
華

経
音
義
に
は
、《
萌
》
に
対
し
て
「
ホ
ウ
」
な
い
し
「
ボ
ウ
」
と
あ
る
よ
う
だ
が
、

こ
れ
ら
は
近
世
初
期
の
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
室
町
末
の
書
写
と
さ
れ
る
龍

谷
大
学
図
書
館
蔵
『
浄
土
三
部
経
音
義
』
に
も
「
萠ホ

ウ
キ
サ
ス

モ

ユ 

」
が
確
認
さ
れ
る
が
、

当
該
資
料
に
つ
い
て
は
「
粗
雑
な
い
し
不
用
意
な
仮
名
音
注
が
散
見
さ
れ
、
ま
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た
漢
音
形
の
混
入
も
多
い
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
石
山
二
〇
二
一
：
五
五
）
。

天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
の
序
文
を
有
す
る
珠
光
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
』

に
は
、
「
萌

バ
ウ 

マ
ウ
音

キ
ザ
ス 

モ
ユ
ル
」
と
あ
り
、
「
～
音
」
は
呉
音
形
を
表
す
と

み
ら
れ
る
（
石
山
二
〇
二
一
：
五
〇
）
こ
と
か
ら
、
中
世
末
に
も
呉
音
が
マ
ウ

と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

三
・
二 

中
古
中
世
の
漢
音
資
料
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

続
い
て
、
中
古
中
世
の
漢
音
資
料
か
ら
、
《
萌
》
の
漢
音
形
を
確
認
す
る
。 

《
萌
》
の
漢
音
形
に
関
す
る
言
及
は
、
つ
と
に
有
坂
（
一
九
四
〇
）
に
見
ら

れ
る
。
有
坂
（
一
九
四
〇
）
は
、
明
母
・
泥
母
の
う
ち
撥
音
韻
尾
を
有
す
る
字

で
は
、
漢
音
資
料
に
マ
・
ナ
行
が
現
れ
る
事
実
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
、
蔵
漢
対

音
資
料
や
善
無
畏
の
梵
語
音
訳
な
ど
に
も
観
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
鼻
音
韻
尾

の
影
響
に
よ
り
脱
鼻
音
化
が
抑
制
さ
れ
る
と
い
う
、
唐
代
長
安
方
言
の
音
声
的

特
徴
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
事
実
の
主
要
な
根
拠
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
正
倉
院
本
『
蒙
求
』
の
仮
名
音
注
で
あ
り
、「
門
（
モ
ン
）
・

孟
（
マ
ウ
）・
命
（
メ
イ
）・
明
（
メ
イ
）・
鳴
（
メ
イ
）
」
と
共
に
「
萌
（
マ
ウ
）
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
築
島
（
一
九
六
七
：
二
二
九
）
は
、
興
福
寺
本
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
承
徳
点
で
は
「
鼻
音
で
終
る
字
音
の
中
で
も
、
明
母
に
バ
行
表
記

の
も
の
が
存
す
る
の
で
あ
り
、…

…

必
ず
し
も
有
坂
博
士
の
述
べ
ら
れ
た
や
う

に
規
則
的
に
は
な
つ
て
ゐ
な
い
。
こ
の
點
尚
考
究
す
る
餘
地
が
あ
り
さ
う
で
あ

る
。
」
と
し
て
、
「
妄
（
バ
ウ
）
・
罔
（
バ
ウ
）
・
網
（
バ
ウ
）
・
挽
（
ベ
ン
）
・
冕

（
ベ
ン
）
・
晩
（
バ
ン
）
・
敏
（
ビ
ン
）
」
と
共
に
「
萠
（
バ
ウ
）
」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
八

。 

以
上
よ
り
、
マ
ウ
・
バ
ウ
と
も
に
平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
音
資
料
に
実
例
が
あ

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
の
音
形
が
よ
り
一
般
的
で
あ
っ
た
か
（
も

し
く
は
両
形
と
も
一
般
的
で
あ
っ
た
か
）
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の

資
料
か
ら
用
例
を
集
め
た
上
、
帰
納
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

中
世
以
前
の
訓
点
本
が
存
在
し
、
か
つ
、
漢
音
の
使
用
が
期
待
さ
れ
る
文
献
と

し
て
、
以
下
を
選
定
し
、
《
萌
》
の
用
例
を
検
索
し
た
九

。 

 ○
漢
籍 

【
経
部
】
周
易
（
王
弼
注
）
，
尚
書
（
孔
安
国
伝
）
，
毛
詩
鄭
箋
，
礼
記
（
鄭
玄
注
）
，
春

秋
経
伝
集
解
，
古
文
孝
経
（
孔
安
国
伝
）
，
論
語
集
解
，
孟
子
（
趙
岐
注
）
，
千
字
文
（
李

暹
注
）
／
【
史
部
】
史
記
，
漢
書
，
貞
観
政
要
／
【
子
部
】
帝
範
，
臣
軌
，
六
韜
，
黄

石
公
三
略
，
五
行
大
義
，
群
書
治
要
，
蒙
求
（
古
注
・
徐
注
）
，
遊
仙
窟
，
老
子
道
徳

経
（
河
上
公
注
）
，
荘
子
（
郭
象
注
）
／
【
集
部
】
白
氏
文
集
，
文
選
（
李
善
注
） 

○
仏
書 

【
仏
典
】
孔
雀
経
，
理
趣
経
／
【
伝
記
類
】
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
，
大
唐
西
域
記
，
南

海
寄
帰
内
法
伝 

○
日
本
漢
文 

【
空
海
関
連
資
料
】
文
鏡
秘
府
論
，
三
教
指
帰
，
遍
照
発
揮
性
霊
集
，
秘
密
曼
荼
羅
十
住

心
論
，
秘
蔵
宝
鑰
／
【
詩
文
集
】
和
漢
朗
詠
集
，
新
撰
朗
詠
集
／
【
文
例
集
】
本
朝
文

粋
／
【
古
往
来
】
和
泉
往
来
，
高
山
寺
本
古
往
来
／
【
軍
記
・
説
話
】
将
門
記
，
注
好

選
，
探
要
法
華
験
記
／
【
古
文
書
】
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
文 

○
漢
籍
引
用
文
献 

【
和
製
類
書
】
明
文
抄
，
玉
函
秘
抄
，
管
蠡
抄
／
【
古
辞
書
】
文
明
本
節
用
集
（
態
芸
門

所
収
漢
籍
引
用
部
分
）
／
【
古
注
釈
】
源
氏
奥
入 

 

得
ら
れ
た
用
例
の
う
ち
、
一
四
世
紀
以
前
と
思
わ
れ
る
仮
名
音
注
・
声
点
加
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点
例
を
、
表
２
に
年
代
順
に
示
す
一
〇

。 

 表
２
凡
例 

・
加
点
時
が
明
ら
か
で
あ
る
文
献
に
つ
い
て
は
そ
の
加
点
年
を
西
暦
で
示
し
、

推
定
に
よ
る
場
合
は
＊
を
付
し
た
。 

・
書
写
・
加
点
識
語
の
な
い
文
献
の
加
点
年
代
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
小
林
（
一

九
六
七
：
一
六
一
～
一
九
六
）
、
築
島
（
二
〇
〇
八
）
、
佐
々
木
（
二
〇
〇
九
：

六
一
七
～
六
二
五
）
や
、
各
種
解
題
な
ど
に
従
っ
た
一
一

。 

・
排
列
の
便
宜
上
、
院
政
後
期
は
一
一
五
〇
年
、
院
政
末
期
は
一
一
八
〇
年
、

鎌
倉
初
期
は
一
二
〇
〇
年
、
鎌
倉
中
期
は
一
二
五
〇
年
、
鎌
倉
中
後
期
は
一

二
八
〇
年
、
鎌
倉
後
期
は
一
三
〇
〇
年
、
鎌
倉
末
期
は
一
三
三
〇
年
、
南
北

朝
期
は
一
三
六
〇
年
と
し
た
。
た
だ
し
、
よ
り
幅
の
狭
い
年
代
推
定
が
な
さ

れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
推
定
年
代
に
従
っ
た
。 

・
一
四
世
紀
以
前
と
思
わ
れ
る
が
、
加
点
時
の
判
断
が
難
し
い
例
に
つ
い
て
は
、

便
宜
上
最
後
に
ま
と
め
て
示
し
た
。 

・
先
論
に
よ
っ
て
室
町
以
後
の
別
筆
と
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
そ
の
蓋
然
性
が

高
い
と
判
断
し
た
例
は
除
い
た
が
、
判
断
に
迷
い
含
め
た
例
も
あ
る
。 

・
改
行
は
「
／
」
、
合
点
は
「
〽
」
で
示
し
た
。
左
右
両
方
に
別
の
字
音
が
あ
る

場
合
は
、
左
を
L
、
右
を
R
と
し
て
示
し
た
。 

・「
字
体
」
列
に
は
、
影
印
な
ど
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
も
の
の
み
示
し
、
活
字

に
拠
っ
た
も
の
は
「
-
」
と
し
た
。 

・「
出
典
」
列
に
は
、
調
査
資
料
名
を
略
記
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ

れ
て
い
る
画
像
を
利
用
し
た
場
合
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
名
を
略
記
し
た
。 

・
用
例
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
の
リ
ン
ク
先
（G

o
o

g
le

ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

  
 

表２ 一四世紀以前加点の日本漢音資料における《萌》の漢字音 

 字体 字音 声点 漢語 資料名 加点年 

1 萠 マウ 平 逢萌 長承本『蒙求』朱点 *950 

2   去 萌漸 天理本『南海寄帰内法伝』平安後期点 *1020 

3   平 萌蔕 興福寺本『大慈恩寺三蔵法師伝』承徳三年墨点 1099 

4  ハウ  萌蔕 興福寺本『大慈恩寺三蔵法師伝』承徳三年朱点 1099 

5 萠 ハウ 平 黎萌 興福寺本『大慈恩寺三蔵法師伝』承徳三年墨点 1099 

6 萠 (濁点)  黎萌 興福寺本『大慈恩寺三蔵法師伝』承徳三年朱点 1099 

7 萠 マウ 平 餘萌 『管見記』紙背『文選』巻二院政初期角筆点 *1100 

8 萠 マウ 去 萌兆 高山寺本『秘密曼荼羅十住心論』天永二年朱点 1111 

9 萠  去 善萌 高山寺本『秘密曼荼羅十住心論』天永二年朱点 1111 

10 萠  平 萌兆 大谷大学本『三教指帰集注』長承二年点 1133 

11 萠 マウ  逢萌 長承本『蒙求』長承三年墨点 1134 

12 萠 マウ  萌蘭 書陵部本『文鏡秘府論』保延四年朱点 1138 

13 萠 マウ 平 逢萌 故宮博物館本『蒙求』院政後期点 *1150 

14 - マウ  萌兆 天理図書館本『三教指帰』久寿二年点 1155 

15 萠 マウ 去 萌動 東大国語研究室本『秘蔵宝鑰』仁安七年点 1167 

16 萠 マウ  萌動 西教寺本『秘蔵宝鑰』院政末期点 *1180 
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17 萠 マウ 平 萌黎 高山寺本『史記』周本紀鎌倉初期点 *1200 

18 - マウ 平 萌兆 仁和寺本『三教指帰』鎌倉初期点 *1200 

19 萠  平濁①  人文研本『大慈恩寺三蔵法師伝』承元四年朱点 1210 

20 萠 ハウ  萌蔕 人文研本『大慈恩寺三蔵法師伝』貞応二年墨点 1223 

21 萠 〓②ウ  未萌 人文研本『大唐西域記』貞応二年頃点 *1223 

22 萠 マウ 平 萌草 大東急記念文庫本『白氏文集』嘉禎四年写本 *1238 

23 萠 マウ  萌兆 光明院本『三教指帰』鎌倉中期頃朱点 *1250 

24 萠 ホウ R 

マウ L③ 

去 萌兆 龍門文庫本『三教指帰』鎌倉中期頃墨点 *1250 

25 萠 マウ  逢萌 正倉院本『蒙求』鎌倉中期点 *1250 

26 萠  平 萌幼 書陵部本『群書治要』巻七(礼記)康元二年点 1257 

27 萠 マウ 平 民萌 書陵部本『群書治要』巻三三(晏子)文応頃点 *1260 

28 萠  平 萌牙 書陵部本『群書治要』巻三四(老子)文応頃点 *1260 

29 萠 マウ 平 萌生 書陵部本『群書治要』巻三五(文子)文応頃点 *1260 

30 萠  平 萌生 書陵部本『群書治要』巻四二(塩鉄論)文応頃点 *1260 

31 萠 マウ  萌 書陵部本『群書治要』巻四五(崔寔政論)文応頃点 *1260 

32 萠  平 萌 書陵部本『群書治要』巻四七(政要論)文応頃点 *1260 

33 萠  平 餘萌 久遠寺本『本朝文粋』鎌倉中期点 *1276 

34 萠 マウ 平 萌芽 久遠寺本『本朝文粋』鎌倉中期点 *1276 

35 萠 マウ 平 逢萌 東洋文庫本『蒙求』鎌倉中後期点 *1280 

36  マウ 平 萌草 天理図書館本『白氏文集』正応二年点 1289 

37 萠 マウ  萌 『管見抄』（『白氏文集』抄出）永仁頃点 *1295 

38 萠 ホウ／ 

〽マウ 

 萌生 書陵部本『臣軌』鎌倉後期点 *1300 

39 萠  平 萌牙 書陵部本『臣軌』鎌倉後期点 *1300 

40 萠 マウ  萌蘭 成簣堂文庫本『文鏡秘府論』鎌倉後期点 *1300 

41 萠  平 萌 書陵部本『群書治要』巻三十「晋書」嘉元四年点 1306 

42 - マウ  萌 金沢文庫本『管蠡抄』徳治三年写本 *1308 

43 -  平 未萌 金沢文庫本『管蠡抄』徳治三年写本 *1308 

44 - マウ  萌 知恩院本『三略』正和二年点 1313 

45 萠 ニ④ウ 平 萌草 『白氏文集』正和頃点 *1313 

46 - マウ 平 逢萌 天理図書館蔵『蒙求』道順書写本鎌倉末期点 *1330 

47 萠 マウ  萌芽 天理図書館蔵『文選』巻二十六元徳二年点 1330 

48 萠 マウ  民萌 天理図書館蔵『文選』巻二十六元徳二年点 1330 

49 萌 マウ R 

〽ホウ L⑤ 

平 萌兆 穂久邇文庫本『五行大義』元弘三年写本 *1333 

50 萌 ホウ 平 萌牙 穂久邇文庫本『五行大義』元弘三年写本 *1333 

51 萌 ホウ  孳萌 穂久邇文庫本『五行大義』元弘三年写本 *1333 

52 萠 マウ 平 萌牙 穂久邇文庫本『五行大義』元弘三年写本 *1333 

 

 −120 (7)−



                         

表
２
に
よ
れ
ば
、
音
形
は
マ
ウ
が
大
多
数
を
占
め
、
ハ
（
バ
）
ウ
は
興
福
寺

本
・
人
文
研
本
の
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
（
４
５
６
19

20
）
に
し
か
見
え

な
い
。
ま
た
声
点
は
、『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』（
２
）
と
空
海
関
連
資
料
（
８
９
15

24

56
）
に
去
声
点
が
若
干
見
ら
れ
る
一
二

も
の
の
、
典
型
的
な
漢
籍
で
は
平
声
点

に
限
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
、《
萌
》
の
一
般
的

な
漢
音
形
は
、
マ
ウ
・
平
声
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
単

声
点
の
み
が
差
さ
れ
た
例
も
、
多
く
は
マ
ウ
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。 

ま
た
、
中
古
音
で
《
萌
》
と
同
音
で
あ
る
耕
韻
明
母
の
《
甍
》
《
氓
》
《
甿
》

と
い
っ
た
諸
字
や
、
後
期
中
古
音
で
耕
韻
と
合
流
し
て
い
た
と
さ
れ
る
庚
韻
二

等
明
母
の
《
盲
》
《
猛
》
《
孟
》
と
い
っ
た
諸
字
に
つ
い
て
も
、
平
安
鎌
倉
期
の

漢
音
資
料
に
「
マ
ウ
」
の
音
注
が
確
認
さ
れ
る
一
三

。
す
な
わ
ち
、
耕
韻
・
庚
韻

二
等
の
明
母
字
も
、
他
の
陽
声
韻
と
同
様
に
、
脱
鼻
音
化
が
抑
制
さ
れ
た
発
音

が
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
一
四

。 

そ
し
て
、
龍
門
文
庫
本
『
三
教
指
帰
』
（
24
）
、
書
陵
部
本
『
臣
軌
』
（
38
）
、

穂
久
邇
文
庫
本
『
五
行
大
義
』（
49
～
51
）
な
ど
に
、「
ホ
ウ
」
と
い
う
音
形
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
オ
段
長
音
の
開
合
の
混
乱
に
よ
る
ハ
（
バ
）

ウ
の
合
音
形
と
解
す
る
に
は
時
期
が
早
す
ぎ
る
上
に
、
こ
の
よ
う
な
位
相
に
あ

る
資
料
群
に
混
乱
例
が
現
れ
る
こ
と
は
想
定
し
が
た
く
、
ま
た
諸
資
料
に
「
モ

ウ
」
が
全
く
見
え
な
い
点
も
説
明
で
き
な
い
。
一
方
で
、
二
・
一
節
末
に
述
べ

た
〈
在
る
〉
と
い
う
字
義
の
登
韻
の
字
音
に
由
来
す
る
こ
と
も
、
考
え
が
た
い
。 

室
町
時
代
の
漢
籍
で
は
、
マ
ウ
も
依
然
と
し
て
用
い
ら
れ
続
け
る
が
、
マ
ウ

以
外
の
音
形
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
下
に
、
今
回
の
調
査
で
得
ら
れ

た
、《
萌
》
字
に
対
す
る
マ
ウ
以
外
の
音
形
の
う
ち
、
室
町
以
前
と
思
わ
れ
る
例

を
掲
げ
る
。
な
お
表
２
に
も
示
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
用
例
番
号
を
先
頭
に

付
し
た
。 

53 萠  平 萌牙 穂久邇文庫本『五行大義』元弘三年写本 *1333 

54 萠 マウ 平 逢萌 天理図書館蔵『蒙求』康永四年点 1345 

55 萠  平 萌草 猿投神社本『白氏文集』文和二年写本 1353 

56 萠  去 萌動 真福寺蔵『秘蔵宝鑰』応安三年写本 *1370 

57 萠  平 萌牙 梅沢本『老子道徳経』応安六年写本 *1373 

58 萠 マウ 平 未萌 梅沢本『老子道徳経』応安六年写本 *1373 

59 萌 マウ 平 逢萌 国会図書館蔵『蒙求』増注本応安七年刊本書入れ *1374 

60 萠 マウ  萌蘖 書陵部本『孟子集註』弘和元年点 1381 

61 萠 マウ 平 萌牙 書陵部本『老子道徳経』至徳三年点 1386 

62 萠 マウ  未萌 書陵部本『老子道徳経』至徳三年点 1386 

63 萠 マウ  逢萌 大橋家本『源氏物語奥入』 ? 

 

※表内注 

①「△」の形の点。濁声点と解する。 

②〓は、「ヘ」の右側に「ノ」が重なったような字体であり、判読不能。 

③左傍訓「マウ」は、後筆か。 

④「ニ」は「マ」の誤りか。 

⑤左傍訓「ホウ」は、後筆か。 
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○
ホ
ウ
・
ボ
ウ
の
例 

・
『
孟
子
』
告
子
章
句
上
「
雨
露
之
所
潤
、
非
無
萌
蘖
之
生
焉
」
一
五 

マ
ウ

ホ
ウ
歟
萠
（
平
）-
ケ
ツ

五
割
反
孽
（
入
濁
）

〔
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
清
原
宣
賢
点
〕 

萠〽
マ
ウ
／
ホ
ウ-

蘖ケ
ツ

〔
東
洋
文
庫
蔵
室
町
後
期
写
有
注
本
〕 

※
書
陵
部
蔵
集
註
本
、
東
洋
文
庫
蔵
永
禄
十
年
写
本
な
ど
は
「
マ
ウ
」 

・
『
臣
軌
』
守
道
章
「
禍
福
萌
生
、
終
身
不
悟
、
此
由
於
不
知
道
也
」 

38
ホ
ウ
／
〽
マ
ウ

萠-
 

シ
江
无
シ
點

 

シ
ウ
生

〔
書
陵
部
本
鎌
倉
後
期
点
〕
※
マ
ウ
後
筆
か 

・
『
六
韜
』
龍
韜
・
王
翼
第
十
八
「
主
図
安
危
、
慮
未
萌
」 

未ミ

萠ホ
ウ

〔
陽
明
文
庫
蔵
天
文
二
十
四
年
写
本
〕 

未-

萠ホ
ウ

〔
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
室
町
後
期
写
本
〕 

未ヒ

萠ホ
ウ

〔
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
清
原
業
賢
筆
本
〕 

未
ホ
ウ

キ
ザ
ヽ
サ
ル

萠

〔
斯
道
文
庫
蔵
天
正
十
二
年
写
本
（0

9
1

/ﾄ
4

1
8

/2

）
〕 

未ビ-

ボ
ウ 

キ
サ
ス
萠

〔
斯
道
文
庫
蔵
室
町
時
代
写
本
（0
9

1
/ﾄ

8
3

/1

）
〕
※
濁
点
は
圏
点 

・
『
五
行
大
義
』
序
「
靡
究
萌
兆
」 

49
マ
ウ

〽
ホ
ウ
萌
（
平
）-

兆テ
ウ

（
去
）
〔
穂
久
邇
文
庫
蔵
元
弘
三
年
写
本
〕 

・
『
五
行
大
義
』
巻
一
「
揆
然
萌
牙
於
物
也
」 

50
ホ
ウ

キ
サ
ス
萌
（
平
）-

カ
ス

キ
サ
ス
牙
（
平
）

〔
穂
久
邇
文
庫
蔵
元
弘
三
年
写
本
〕 

・
『
五
行
大
義
』
巻
一
「
萬
物
孳
萌
」 

51
孳シ

（
平
）-

萌ホ
ウ
ス

〔
穂
久
邇
文
庫
蔵
元
弘
三
年
写
本
〕 

・
『
蒙
求
』
「
逢
萌
挂
冠
」
一
六 

蓬ハ
フ

萠ホ
ウ

掛ク
ワ

冠
〔
国
会
図
書
館
蔵
大
永
五
年
写
本
〕
※
角
筆
点
モ
ウ
あ
り 

逄ホ
ウ

萠ボ
ウ

掛ク
ハ

冠
〔
東
京
大
学
附
属
図
書
館
南
葵
文
庫
蔵
天
文
四
年
写
本
〕 

※
龍
谷
大
学
本
、
内
閣
文
庫
本
、
京
大
天
正
八
年
本
、
京
大
徐
注
本
な
ど
は
「
マ
ウ
」 

・
『
三
教
指
帰
』
巻
上
「
麻
畝
直
性
、
亦
未
萌
兆
」 

24
ホ
ウ

マ
ウ萠

（
去
？
）

兆テ
ウ

（
去
？
）
〔
龍
門
文
庫
蔵
鎌
倉
初
期
写
本
同
時
期
頃
点
〕 

※
マ
ウ
後
筆
か 

・
『
管
蠡
抄
』
「
整
政
責
躬
、
杜
漸
防
萌
、
則
凶
妖
消
滅
、
禍
除
福
湊
矣
」 

萠ホ
フ

〔
国
会
図
書
館
蔵
室
町
末
期
写
本
〕
※
ホ
の
左
上
に
二
点
あ
り
、
濁
点
か 

○
ハ
ウ
・
バ
ウ
の
例 

・
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
八
「
是
以
萌
蔕
疇
昔
、
神
光
聊
見
於
曩
時
」 

３
４
萌は

う
（
平
）

蔕テ
い

（
去
）
〔
興
福
寺
本
承
徳
三
年
点
〕
※
朱
点
は
平
仮
名
で
示
す 

20
萠ハ

ウ

𥲭て
い

（
去
）
〔
人
文
研
本
貞
応
二
年
墨
点
〕
※
朱
点
は
平
仮
名
で
示
す 

・
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
九
「
福
善
之
業
濯
沐
黎
萌
」 

５
６
黎レ

イ
（
平
）

萠ハ
ウ

（
平
）
〔
興
福
寺
本
承
徳
三
年
墨
点
〕
※
ハ
に
朱
濁
点
あ
り 

・
『
六
韜
』
龍
韜
・
王
翼
第
十
八
「
主
図
安
危
、
慮
未
萌
」 

未-

萠ハ
ウ

〔
斯
道
文
庫
蔵
首
欠
本
（0

9
1

/ﾄ
4

0
2

/2

）
〕 

・
『
孟
子
』
告
子
章
句
上
「
雨
露
之
所
潤
、
非
無
萌
蘖
之
生
焉
」 

萌バ
ウ

（
平
）-

蘖ゲ
ツ

〔
龍
谷
大
学
蔵
『
孟
子
集
註
大
全
』
室
町
末
期
写
本
〕 

・『
後
漢
書
』
丁
鴻
伝
「
若
勑
政
責
躬
、
杜
漸
防
萌
、
則
凶
妖
銷
滅
、
害
除
福
湊

矣
」 

萌ハ
ウ

〔
文
明
本
節
用
集
朱
筆
訓
〕 

○
モ
ウ
の
例 

・
『
蒙
求
』
「
逢
萌
挂
冠
」 

蓬
萠モ

ウ

掛
冠
〔
国
会
図
書
館
蔵
大
永
五
年
写
本
角
筆
点
〕 
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以
上
の
例
は
、
い
ず
れ
も
〈
き
ざ
す
〉
〈
め
ば
え
る
〉
〈
民
（
＝
《
氓
》
に
通

じ
る
用
法
）
〉
と
い
っ
た
意
味
で
あ
っ
て
、
中
古
音
の
耕
韻
の
字
義
と
対
応
す
る
。

や
は
り
、
登
韻
の
音
が
敢
え
て
持
ち
出
さ
れ
る
理
由
は
想
定
し
が
た
い
。 

ま
た
、
上
に
挙
げ
た
資
料
に
は
オ
段
長
音
の
開
合
の
混
乱
状
況
を
示
す
も
の

も
あ
る
が
、
「
マ
ウ
」
が
依
然
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
『
蒙
求
』

大
永
本
角
筆
点
を
除
き
「
モ
ウ
」
が
見
え
な
い
一
七

こ
と
は
、
音
声
上
の
混
乱
だ

け
で
は
説
明
し
が
た
い
。 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、《
萌
》
の
字
体
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
示
し
た
用

例
の
う
ち
、
字
体
を
「
萌
」
「

」
に
作
る
例
は
少
数
に
と
ど
ま
り
、
圧
倒
的

多
数
は
下
部
を
《
朋
》
に
作
る
「
萠
」
で
あ
っ
た
。《
朋
》
は
平
声
登
韻
並
母
字

で
、
呉
音
ボ
ウ
・
漢
音
ホ
ウ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
《
萌
》
字
を
、
《
朋
》
を
声

符
と
す
る
形
声
字
と
誤
認
し
、
類
推
（
い
わ
ゆ
る
百
姓
読
み
）
に
よ
っ
て
ホ
ウ
・

ボ
ウ
と
い
う
慣
用
音
が
散
発
的
に
生
じ
、
ま
た
そ
れ
が
伝
承
さ
れ
る
こ
と
も
、

し
ば
し
ば
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
一
八

。 

ま
た
、
上
に
挙
げ
た
資
料
の
多
く
に
は
、
濁
声
点
な
い
し
濁
点
の
使
用
が
、

義
務
的
に
施
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
も
の
の
、
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、《
萌
》
に
対
す
る
濁
声
点
・
濁
点
の
加
点
例
は
少
な
い
。
不
濁
点

や
清
音
注
記
と
い
っ
た
、
清
音
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
積
極
的
な
証
拠
は
現
在

の
と
こ
ろ
見
出
せ
て
い
な
い
が
、「
ホ
ウ
」
の
例
が
《
朋
》
か
ら
の
類
推
に
よ
る

も
の
だ
と
す
れ
ば
、
清
音
形
ホ
ウ
も
中
世
に
は
既
に
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
で
あ
ろ
う
。 

も
し
《
萌
》
の
漢
音
と
し
て
、
古
く
バ
ウ
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
と
す
る

と
、
漢
籍
に
濁
声
点
の
み
を
加
点
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

場
合
、
そ
の
濁
声
点
を
目
に
し
た
後
代
の
人
が
、《
萌
》
の
字
を
音
読
み
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
た
時
、
朋
（
ボ
ウ
）
と
い
う
呉
音
形
を
持
ち
出
す
こ
と
に
は
、（
連

声
濁
を
起
こ
す
環
境
で
な
い
限
り
は
）
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

さ
れ
る
。
し
か
し
、
既
に
見
た
よ
う
に
実
際
に
は
マ
ウ
が
一
般
的
で
あ
り
、
単

声
点
の
み
の
加
点
も
多
か
っ
た
。
こ
の
事
実
も
、
一
つ
の
阻
害
要
因
が
回
避
さ

れ
た
と
い
う
点
で
、
萌
（
ホ
ウ
）
と
い
う
音
形
が
発
生
・
定
着
す
る
の
に
有
利

に
働
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 三
・
三 

中
古
中
世
の
辞
書
・
非
漢
文
資
料
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

前
節
ま
で
に
お
い
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
、
呉
音
・
漢
音
と
も
に

「
マ
ウ
」
が
多
く
、
声
調
に
お
い
て
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か

し
、
一
部
の
漢
音
資
料
に
「
ハ
ウ
」
や
「
ホ
ウ
」
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
室
町
時

代
に
降
る
と
「
ホ
ウ
」
が
多
く
の
資
料
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
呉
音
漢
音
の
区
別
に
関
す
る
規
範
性
が
相
対
的
に

低
い
と
思
わ
れ
る
、
古
辞
書
や
非
漢
文
体
の
日
本
語
文
資
料
に
見
ら
れ
る
《
萌
》

の
字
音
を
調
査
し
て
整
理
し
、
当
時
の
一
般
的
な
音
形
を
探
っ
て
い
く
。 

ま
ず
、
中
世
の
古
辞
書
類
を
確
認
す
る
。 

『
色
葉
字
類
抄
』
（
前
田
本
・
黒
川
本
）
と
『
下
学
集
』
（
古
本
七
種
・
元
和

本
）
に
は
、《
萌
》
を
音
読
す
る
語
は
確
認
で
き
な
い
。『
節
用
集
』（
古
本
六
種
・

印
度
本
四
種
・
文
明
本
）
で
は
、
易
林
本
に
一
例
「
羣ク

ン

萌マ
ウ

」
が
み
ら
れ
る
の
み

で
あ
る
。
『
落
葉
集
』
本
篇
で
は
「
発は

つ

萠ぼ
う

」
と
「
未み

萠ぼ
う

」
の
二
語
が
見
え
る
が
、

『
日
葡
辞
書
』
（
以
下
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
よ
る
）
で
は
「F

atb
ǒ

. 

ハ
ッ
バ

ゥ
（
発
萌
）. V

o
co

ri q
izasu

.

（
発
り
萌
す
）
す
な
わ
ち
，M

o
y

e izzu
ru

.

（
萌

え
出
づ
る
）
草
や
麦
な
ど
が
生
え
出
る
こ
と
．
」
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
『
落
葉

集
』
と
『
日
葡
辞
書
』
と
の
間
で
、
オ
段
長
音
の
開
合
が
異
な
っ
て
い
る
一
九

が
、

三
・
二
で
見
た
よ
う
に
バ
ウ
・
ボ
ウ
両
形
が
他
の
資
料
に
確
認
で
き
る
た
め
、

一
方
を
誤
り
と
は
断
じ
が
た
い
。 
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一
般
に
、
声
符
か
ら
の
類
推
は
、
口
語
で
は
普
通
に
用
い
ら
れ
な
い
よ
う
な

字
で
起
こ
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
（
平
山
一
九
九
三
：
一
九
七
）
。
《
萌
》
字

を
含
む
漢
語
は
数
例
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
多
数
の
辞
書
に
共
通
し
て
見
ら
れ

る
語
は
無
く
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
字
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

続
い
て
、
漢
字
字
書
の
類
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
漢
字
字
書
の
字
音
の
規

範
性
は
資
料
に
よ
っ
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
、
た
と
え
ば
『
字
鏡
集
』
の
仮
名

音
注
な
ど
は
、
多
分
に
人
工
的
な
性
格
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
伊

藤
二
〇
二
〇
）
。
実
際
、
天
文
本
・
永
正
本
・
応
永
本
と
い
っ
た
諸
本
で
は
、
い

ず
れ
も
「
蕄
同 

𢡗
同
」
の
注
記
と
と
も
に
「
ハ
ウ
」「
ホ
ウ
」
の
二
音
の
み
を

載
せ
る
が
、「
マ
ウ
」
は
見
え
な
い
。
二
・
一
に
示
し
た
よ
う
に
、
注
記
に
見
え

る
《
蕄
》
は
登
韻
の
音
を
有
す
る
た
め
、
耕
韻
・
登
韻
明
母
の
反
切
か
ら
演
繹

的
に
導
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
二
〇

。
な
お
、
岩
崎
本
『
字
鏡
』
（
世
尊
寺
本
）

は
艸
部
を
欠
く
た
め
、
《
萌
》
を
確
認
で
き
な
い
。 

『
和
玉
篇
』
諸
本
で
は
、
次
の
よ
う
に
音
形
の
揺
れ
が
激
し
い
二
一

。
た
だ
、

「
ハ
ウ
（
バ
ウ
）
」
の
音
を
単
独
で
載
せ
る
字
書
が
無
い
一
方
で
、
「
ホ
ウ
」
の

み
を
載
せ
る
字
書
が
多
い
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
な
お
、
以
下
で
は
字
体
が
「
萠
」

で
は
な
く
「
萌
」
で
あ
っ
た
文
献
に
の
み
、
「
（
萌
）
」
と
示
す
。 

 

ハ
ウ
：
音
訓
篇
立
、
賢
秀
写
本 

バ
ウ
：
夢
梅
本
（
萌
）
、
永
禄
本
類
字
韻
（
萌
） 

ホ
ウ
：
音
訓
篇
立
、
賢
秀
写
本
、
篇
目
次
第
（
萌
）
、
米
沢
本
、
龍
門
文
庫
本
、

玉
篇
略
、
伊
勢
家
本
、
玉
篇
要
略
集
、
伝
紹
益
筆
本
、
静
嘉
堂
文
庫

本 

マ
ウ
：
音
訓
篇
立
、
賢
秀
写
本
、
篇
目
次
第
（
萌
）
、
夢
梅
本
（
萌
）
、
永
禄

本
類
字
韻
（
萌
）
、
松
井
本
類
字
韻
、
長
享
本
、
拾
篇
目
集 

な
し
：
弘
治
二
年
本
（
萌
） 

 

『
平
他
字
類
抄
』
を
イ
ロ
ハ
引
き
に
改
変
増
補
し
て
成
立
し
た
『
色
葉
字
平

他
』
類
の
韻
書
で
は
、
一
字
に
一
音
の
み
を
示
す
例
が
多
く
、
な
か
で
も
龍
門

文
庫
本
（
室
町
末
写
）・
明
応
十
年
本
に
は
呉
音
・
漢
音
・
慣
用
音
が
豊
富
に
見

え
る
こ
と
か
ら
、
当
時
一
般
に
流
通
し
て
い
た
字
音
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
（
大
島
二
〇
二
二
）
。
《
萌
》
は
キ
部
（
和
訓
キ
ザ
ス
）
と
モ
部
（
和
訓

モ
ユ
）
に
見
え
る
が
、
そ
の
付
音
は
、
次
の
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
。 

 

ホ
ウ
：
天
正
十
六
年
本
キ
ザ
ス 

ボ
ウ
：
天
正
十
六
年
本
モ
ユ

、
龍
門
文
庫
本
キ
ザ
ス

、
龍
門
文
庫
本
モ
ユ 

マ

フ
（
ウ
）

：
新
韻
集
キ
ザ
ス 

な
し
：
明
応
十
年
本
、
祐
徳
稲
荷
神
社
本 

 

最
後
に
、
非
漢
文
資
料
を
確
認
す
る
。「
日
本
古
典
文
学
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
二
二

を
利
用
し
て
、《
萌
》
字
を
検
索
し
、「
萌
黄
」
な
ど
を
除
い
て
音
読

が
期
待
さ
れ
る
例
の
み
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
中
世
以
前
の
例
と
し
て
は
次
の

５
例
が
残
っ
た
二
三

。『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
以
下
「
旧
大
系
」
と
略
記
）
に

よ
っ
て
本
文
と
所
在
を
示
す
。 

 ①
朕ち

ん

兆て
う

未み

萌ぼ
う

の
自
己
な
る
が
ゆ
へ
に
、
現
成
の
透て

う

脱と
つ

な
り
。〔
正
法
眼
蔵
・
山
水

経
〕
（
旧
大
系
３
０
１
頁
） 

②
こ
れ
を
朕ち

ん

兆て
う

未み

萌ば
う

以
前
の
大だ

い

悟ご

と
す
る
な
り
〔
正
法
眼
蔵
・
山
水
経
〕（
旧
大

系
３
０
５
頁
） 

③
通
憲
モ
才
學
ア
リ
、
心
モ
サ
カ
シ
カ
リ
ケ
レ
ド
、
己お

の

ガ
非
ヲ
シ
リ
、
未み

萌ば
う

ノ
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禍
わ
ざ
は
ひ

ヲ
フ
セ
グ
マ
デ
ノ
智ち

分ぶ
ん

ヤ
カ
ケ
タ
リ
ケ
ン
〔
神
皇
正
統
記
下
・
二
条
天

皇
〕
（
旧
大
系
１
４
８
頁
） 

④
與ト

下

義
貞
傾

 

ケ
二

忠
心

 

ヲ
一

盡ツ
ク
シ
テ

二

正
義

 

ヲ
一

、
爲
二

朝
家

 

ノ
一

輕

 

ン
ジ
テ

レ

命

 

ヲ

、
先サ

イ
ダ
ツ
テ

二

勾コ
ウ

萌マ
ウ
ニ

一

奏

 

ス
上
レ

罰
 

セ
ン
ト

二

尊
氏

 

ヲ
一

〔
太
平
記
巻
一
四
・
新
田
足
利
確
執
奏
状
事
〕
（
旧
大
系

第
二
巻
４
７
頁
） 

⑤

春
シ
ユ
ン

雷ラ
イ

一
タ
ビ
動
ク
時
、
蟄チ

ツ

虫
チ
ユ
ウ

萌ハ
ウ

蘇ソ

ス
ル
心
地
シ
テ
〔
太
平
記
巻
一
八
・
先

帝
潛
幸
芳
野
事
〕
（
旧
大
系
第
二
巻
２
３
０
頁
） 

 

①
～
⑤
に
つ
い
て
、
室
町
～
近
世
初
期
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
『
正
法
眼
蔵
』

７
本
、
『
神
皇
正
統
記
』
８
本
、
『
太
平
記
』
20
本
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

『
正
法
眼
蔵
』「
山
水
経
」
①
②
に
は
付
訓
例
が
見
ら
れ
ず
二
四

、『
神
皇
正
統
記
』

③
は
、
寛
永
七
年
の
校
合
奥
書
を
有
す
る
青
蓮
院
本
に
「
未ミ

萠マ
ウ

」
〔
中
４
４
ウ
〕

が
見
ら
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
二
五

。
一
方
で
、
『
太
平
記
』
④
⑤
に
は
、
次
の
よ

う
に
、
種
々
の
語
形
が
確
認
さ
れ
た
二
六

。
な
お
、
『
太
平
記
』
諸
本
の
字
体
は

全
て
「
萠
」
で
あ
っ
た
。 

 ④
勾
萌 

ハ
ウ
：
筑
波
大
学
本
、
南
都
本
、
教
運
本
、
日
置
本 

ホ
ウ
：
西
源
院
本
、
前
田
家
本
、
神
宮
文
庫
本
、
梵
舜
本
、
京
大
本 

ボ
ウ
：
玄
玖
本
、
米
沢
本 

マ
ウ
：
神
宮
徴
古
館
本
、
簗
田
本 

モ
ウ
：
今
川
家
本 

ユ
（
マ
か
）

ウ
：
前
田
家
本
、
天
正
本 

な
し
：
神
田
本
、
内
閣
文
庫
本
、
毛
利
家
本
、
益
田
本
、
野
尻
本 

⑤
萌
蘇 

ホ
ウ
：
神
田
本
、
神
宮
徴
古
館
本
、
今
川
家
本
、
米
沢
本
、
益
田
本
、
前
田

家
本
、
梵
舜
本
、
教
運
本
、
野
尻
本
、
京
大
本
、
日
置
本 

ボ
ウ
：
天
正
本 

マ
ウ
：
西
源
院
本
、
簗
田
本
、
南
都
本 

な
し
：
玄
玖
本
、
筑
波
大
学
本
、
内
閣
文
庫
本
（
萌
）
、
毛
利
家
本 

訓
読
：
神
宮
文
庫
本 

 

④
⑤
は
い
ず
れ
も
漢
籍
に
基
づ
く
表
現
と
み
ら
れ
る
た
め
二
七

、
漢
音
が
期
待

さ
れ
る
が
、
特
に
「
萌
蘇
」
に
つ
い
て
は
、
ホ
ウ
と
す
る
本
が
多
数
を
占
め
る

結
果
と
な
っ
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、『
和
玉
篇
』・『
色
葉
字
平
他
』
類
の
韻
書
と
い
っ
た
字
書
や
、

『
太
平
記
』
諸
本
で
は
、
類
推
音
と
思
わ
れ
る
「
ホ
ウ
」「
ボ
ウ
」
が
多
数
確
認

さ
れ
た
。
た
だ
一
方
で
、「
ハ
ウ
」「
バ
ウ
」「
マ
ウ
」
等
も
一
定
数
見
ら
れ
た
二
八

。 

 三
・
四 

第
三
節
の
ま
と
め 

本
節
で
は
、
中
古
中
世
の
諸
資
料
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音
を
確
認
し
た
。

三
・
一
節
で
は
、
呉
音
資
料
で
は
マ
ウ
（
上
～
去
声
）
が
一
般
的
で
あ
り
、
室

町
末
の
一
部
の
音
義
に
ホ
（
ボ
）
ウ
が
現
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
三
・
二
節

で
は
、
漢
音
資
料
で
は
、
一
部
の
資
料
に
バ
ウ
や
去
声
が
見
ら
れ
る
が
、
鎌
倉

時
代
頃
ま
で
は
マ
ウ
（
平
声
）
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
南
北
朝
頃
に

は
ホ
ウ
の
加
点
例
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
室
町
時
代
に
は
マ
ウ
・
ホ
（
ボ
）

ウ
・
ハ
（
バ
）
ウ
な
ど
揺
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
う
ち
、
ホ
（
ボ
）
ウ

は
「
萠
」
の
字
体
の
「
朋
」
か
ら
の
類
推
音
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

三
・
三
節
で
は
、
古
字
書
や
日
本
語
文
資
料
に
お
い
て
も
マ
ウ
・
ホ
（
ボ
）
ウ
・

ハ
（
バ
）
ウ
な
ど
揺
れ
が
確
認
さ
れ
た
が
、
特
に
ホ
（
ボ
）
ウ
の
例
が
多
い
こ
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と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 四 
近
世
・
近
代
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

本
節
で
は
、
近
世
以
降
の
《
萌
》
の
字
音
を
問
題
と
す
る
が
、
当
期
で
は
オ

段
長
音
の
開
合
は
合
流
し
、
音
韻
上
の
区
別
を
失
っ
て
い
た
の
で
、
以
下
で
は
、

文
献
の
用
例
を
引
く
場
合
と
仮
名
遣
い
を
論
じ
る
場
合
を
除
き
、
モ
ウ
・
ホ
ウ
・

ボ
ウ
の
よ
う
に
現
代
仮
名
遣
い
で
表
記
す
る
。 

 四
・
一 

第
三
節
の
ま
と
め 

三
・
一
で
、
妙
法
蓮
華
経
を
は
じ
め
と
す
る
《
萌
》
の
仏
典
読
誦
音
は
「
マ

ウ
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
近
世
に
入
る
と
、『
古
今
韻
会
挙
要
』
等
の
韻
書

類
を
利
用
し
て
、
伝
統
的
な
読
誦
音
を
改
変
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
中
澤
二
〇
一
三
）
。
そ
の
種
の
代
表
的
な
文
献
で
あ
る
日
遠
『
法

華
経
随
音
句
』（
寛
永
二
十
〈
一
六
二
〇
〉
年
刊
）
の
段
階
で
は
、「
愍
哀
群
萠マ

ウ

類

文

、
萠マ

ウ

ハ
、
音
義
ニ
、
云
二

夌
ミ
ヤ
ク

耕
ノ
反
一

、
句
解
ニ
ハ
莫
耕
ノ
切
文
」
〔
化
城
喩

品
〕
と
あ
り
、
改
変
は
蒙
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
書
の
記
述
を
引
き
継
い

で
そ
の
欠
を
補
っ
た
、
日
相
『
法
華
経
音
義
補
闕
』
（
元
禄
十
一
〈
一
六
九
八
〉

年
刊
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
「
ミ
ヤ
ウ
」
が
現
れ
る
。 

 

随
音
句
ニ
云
、
萌
ハ
音
義
ニ
曰

麥
ミ
ヤ
ク
キ
ヤ
ウ
ノ

カ
ウ耕

反
、
句
解

 

ニ
ハ

莫マ
ク
キ
ヤ
ウ

カ
ウ耕

切
文

、
音
義
句

解

 

ニ

所

 

ノ
レ

出

 

ス

韻
字

 

ノ

耕

 

ハ

、
漢
音

 

ハ

カ
ウ
呉
音

 

ハ

キ
ヤ
ウ
也
、
今
既

 

ニ

ミ
ヤ
ク
キ
ヤ
ウ
ノ

反
、
マ
ク
キ
ヤ
ウ
ノ
反

 

ト

呼

 

フ

時

 

ハ

萌ミ
ヤ
ウ
ト

反

 

ル

也
、
皆
人
萌マ

ウ

ト
ヨ
メ
𪜈
、
マ
ウ
モ

漢
音

 

ト

オ
ボ
エ
タ
リ
、
其

 

ノ

故

 

ハ

耕

 

ヲ

漢
音

 

ニ

マ
ク
カ
ウ
ノ
反

 

ト

呼

 

ヘ
ハ

マ
ウ

 

ト

反

 

ル

故
也
、
切
韻

 

ノ

二
字

共

 

ニ

漢
音

 

ニ

麥バ
ク

耕カ
ウ

莫バ
ク

耕
カ
ウ
ノ

反

 

ト

呼

 

ヘ
ハ

顕
露
ナ
ル
漢
音
也
、
古
人
羣ク

ン

萌
ミ
ヤ
ウ

類ル
イ
ト

ヨ
マ
レ
シ

遺
書
ア
リ
、
尤

 

モ

有

 

ル
二

其

 

ノ

謂

 

レ
一

歟
〔
巻
四
・
８
オ
～
ウ
〕 

 

《
耕
》
は
『
法
華
経
』
に
現
れ
な
い
た
め
、
呉
音
を
「
キ
ヤ
ウ
」
と
す
る
根

拠
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
「
羣ク

ン

萌
ミ
ヤ
ウ

類ル
イ
ト

ヨ
マ
レ
シ
遺
書
」
の
具
体
名
も
明
ら
か

で
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
反
切
か
ら
演
繹
的
に
「
ミ
ヤ
ウ
」
を
導
い
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
二
・
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
呉
音
を
「
ミ
ヤ
ウ
」
と
す

る
の
は
『
磨
光
韻
鏡
』
と
も
一
致
す
る
。 

し
か
し
、「
皆
人
萌マ

ウ

ト
ヨ
メ
𪜈
」
と
あ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
「
マ
ウ
」
が
用

い
ら
れ
続
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
の
序

文
を
有
す
る
『
法
華
和
字
解
』
で
は
、「
羣
萠
」
は
２
例
と
も
「
ぐ
ん
ま
う
」
と

読
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
近
世
中
後
期
の
写
と
さ
れ
る
佼
成
図
書
館
蔵
『
仮

名
書
き
法
華
経
』
で
は
、「
群ぐ

ん

萌ま
う

」〔
影
印
本
３
０
４
頁
〕
の
他
に
「
群ぐ

ん

萠ほ
う

」〔
影

印
本
１
４
６
頁
〕
が
あ
り
、
近
世
初
期
の
法
華
経
音
義
に
見
え
た
ホ
ウ
・
ボ
ウ

も
、
実
際
の
訓
読
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
「
ミ
ヤ
ウ
」
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。 

『
法
華
経
』
以
外
で
は
、『
補
忘
記
』
元
禄
版
二
九

に
「
萌マ

ウ
（
去
）

牙
（
上
濁
）
」〔
地

八
オ
〕
と
あ
る
の
が
目
に
留
ま
っ
た
（
節
博
士
は
省
略
）
。
声
点
か
ら
呉
音
と
考

え
ら
れ
る
が
、
や
は
り
「
マ
ウ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 四
・
二 

近
世
・
近
代
の
漢
音
資
料
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

近
世
に
入
る
と
、
読
者
層
が
拡
大
し
、
漢
籍
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
訓
点
本

や
注
釈
書
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
音
形
を
詳
細
に
示
す
資
料
は
あ
ま

り
多
く
な
い
。
ま
た
、
本
論
で
は
ボ
ウ
と
ホ
ウ
の
差
異
も
問
題
と
し
て
い
る
た

め
、
な
る
べ
く
清
濁
を
区
別
す
る
資
料
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料
の

選
定
は
な
お
さ
ら
困
難
と
な
る
。
本
節
で
は
、『
蒙
求
』
注
釈
書
、『
示
蒙
句
解
』
、

『
経
典
余
師
』
の
三
種
と
、
漢
籍
か
ら
用
例
を
集
め
た
字
引
（
単
字
字
書
）
の
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類
を
調
査
す
る
。 

ま
ず
『
蒙
求
』
に
登
場
す
る
「
逢
萌
」
の
字
音
の
変
遷
を
追
う
。 

山
本
（
二
〇
二
一
）
は
、『
蒙
求
』
標
題
の
字
音
を
積
極
的
に
示
す
近
世
資
料

と
し
て
、
毛
利
貞
斎
（
注
）
『
蒙
求
標
題
大
綱
鈔
』
（
一
六
八
三
刊
，
以
下
「
大

綱
鈔
」
）
、
同
『
故
事
俚
諺
絵
鈔
』（
一
六
九
〇
刊
，
以
下
「
絵
鈔
」
）
、
同
『
蒙
求

標
題
俚
諺
鈔
』
（
一
七
〇
六
刊
，
以
下
「
俚
諺
鈔
」
）
、
宇
野
東
山
（
注
）
『
蒙
求

国
字
辨
』
（
一
七
七
七
刊
，
以
下
「
国
字
辨
」
）
、
田
興
甫
（
注
解
）
『
補
註
蒙
求

国
字
解
』
（
一
七
七
八
刊
，
以
下
「
国
字
解
」
）
、
下
河
辺
拾
水
（
図
解
）
・
吉
備

祥
顕
（
考
訂
）
『
蒙
求
図
会
』
初
編
（
一
八
〇
一
刊
）
の
６
種
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、『
蒙
求
図
会
』
は
初
編
の
み
で
あ
り
《
萌
》
の
字
音
を
確
認
で
き
な

か
っ
た
が
、
『
国
字
辨
』
で
は
「
ホ
ウ
」
、
そ
の
他
四
本
で
は
「
ボ
ウ
」
が
確
認

さ
れ
た
。
近
代
の
島
崎
磯
之
丞
解
『
訓
蒙
蒙
求
国
字
解
』（
一
八
八
一
刊
）
に
は
、

濁
点
が
散
発
的
で
清
濁
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
「
ホ
ウ
」
と
あ
る
。
塚
本

哲
三
編
『
有
朋
堂
文
庫 

蒙
求
全
』
（
一
九
二
八
刊
）
で
は
「
ば
う
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
早
川
光
三
郎
『
新
釈
漢
文
大
系
58
』（
一
九
七
三
刊
）
で
は
「
は
う
」

に
変
じ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
近
世
・
近
代
の
蒙
求
読
誦
音
で
は
ホ
ウ
・
ボ
ウ

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
前
代
の
モ
ウ
は
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

続
い
て
、『
孟
子
』
に
見
え
る
「
萌
蘖
」
と
、『
近
思
録
』
に
見
え
る
「
萌
動
」

の
、
二
語
の
字
音
の
変
遷
を
追
う
。 

近
世
漢
学
所
用
の
漢
字
音
の
位
相
的
な
在
り
方
を
論
じ
た
松
井
（
一
九
七
一
）

は
、
そ
の
中
心
資
料
と
し
て
、
朱
子
学
の
初
等
教
科
書
『
小
学
』
の
注
釈
書
で

あ
る
中
村
惕
斎
『
小
学
示
蒙
句
解
』
（
一
六
九
〇
年
序
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

本
書
に
は
、
漢
字
に
対
す
る
濁
点
や
不
濁
点
（
清
音
符
号
）
が
豊
富
に
用
い
ら

れ
て
お
り
、
「
濁
点
の
加
点
は
当
時
の
出
版
物
と
し
て
は
綿
密
な
ほ
う
で
あ
る
」

（
三
一
頁
）
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
、
同
じ
く
中
村
惕
斎
に
よ
る

『
四
書
示
蒙
句
解
』
（
一
七
〇
一
序
，
一
七
一
九
刊
）
や
『
近
思
録
示
蒙
句
解
』

（
一
七
〇
一
序
，
刊
年
不
明
）
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ

の
二
書
を
調
査
す
る
。 

ま
た
松
井
（
一
九
七
一
）
は
、『
小
学
示
蒙
句
解
』
の
訓
読
文
よ
り
も
通
俗
的

な
字
音
を
用
い
て
い
る
資
料
と
し
て
、『
経
典
余
師 

小
学
之
部
』（
一
七
九
一
刊
）

を
挙
げ
て
い
る
。『
経
典
余
師
』
は
、
鳥
取
藩
に
仕
え
た
渓
百
年
（
一
七
五
四
～

一
八
三
一
）
が
著
し
た
、
漢
籍
の
素
読
の
自
習
を
目
的
と
す
る
注
釈
書
で
あ
り
、

本
文
と
平
易
な
注
釈
に
加
え
、
上
欄
に
書
き
下
し
文
を
示
す
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ

て
、
大
い
に
流
行
し
た
。
諸
本
に
つ
い
て
は
鈴
木
（
二
〇
〇
七
）
に
詳
し
く
、

天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
の
『
四
書
之
部
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
様
々
な
部
が
発

刊
さ
れ
、『
四
書
之
部
』
に
つ
い
て
は
五
回
の
改
版
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
濁
点

の
付
与
は
、
必
ず
し
も
義
務
的
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
綿
密
で
あ
る
。
な
お

本
調
査
で
は
、
初
版
、
三
版
、
五
版
を
調
査
し
た
が
、
改
版
に
よ
り
濁
点
の
有

無
が
変
動
す
る
箇
所
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
濁
点
の
付
与
が
義
務
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
近
現
代

の
注
釈
書
と
し
て
、『
有
朋
堂
文
庫
』
と
『
新
釈
漢
文
大
系
』
の
振
り
仮
名
も
調

査
し
た
。 

以
下
に
推
移
を
示
す
（
〈 

〉
内
は
刊
年
）
。 

 

・
『
孟
子
』
告
子
上
「
萌
蘖
」 

バ
ウ
（
四
書
示
蒙
句
解
〈
一
七
一
九
〉
） 

ほ
う
（
経
典
余
師
四
書
之
部 

初
版
〈
一
七
八
六
〉
） 

ほ
う
（
同 

三
版
〈
一
八
二
四
〉
） 

ほ
う
（
同 
五
版
〈
一
八
五
二
〉
） 

ば
う
（
有
朋
堂
文
庫
〈
一
九
二
七
〉
） 
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ほ
う
（
新
釈
漢
文
大
系
〈
一
九
六
二
〉
） 

・
『
近
思
録
』
巻
五
・
克
己
「
萌
動
」 

バ
ウ
（
近
思
録
示
蒙
句
解
〈
一
七
〇
一
以
後
〉
） 

は
う
（
経
典
余
師
近
思
録
之
部 

初
版
〈
一
八
四
三
〉
） 

は
う
（
有
朋
堂
文
庫
〈
一
九
二
八
〉
） 

は
う
（
新
釈
漢
文
大
系
〈
一
九
七
五
〉
） 

 

モ
ウ
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
示
蒙
句
解
』
が
ボ
ウ
で
あ
る
の
に
対
し
、『
経

典
余
師
』
は
清
音
の
ホ
ウ
で
現
れ
て
い
る
。
ボ
ウ
は
戦
前
の
『
有
朋
堂
文
庫
』

に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
後
の
注
釈
書
で
は
清
音
の
ホ
ウ
に
変
じ
て
い
る
。 

最
後
に
、
特
定
の
漢
籍
、
と
り
わ
け
四
書
に
出
現
す
る
字
を
立
項
し
た
字
引

類
の
字
音
を
確
認
す
る
三
〇

。
こ
の
種
の
字
引
の
先
駆
と
な
る
『
四
書
画
引
』（
一

六
九
三
刊
）
を
は
じ
め
と
し
、
『
大
成
四
書
字
引
』
（
一
七
七
〇
刊
）
、
『
増
益
四

書
字
引
大
成
』
（
一
七
八
〇
年
刊
）
、
『
改
正
四
書
字
引
』
（
一
八
三
八
刊
，
一
八

五
一
再
刻
）
、『
増
補
四
書
字
引
大
成
』（
一
八
五
七
刊
）
、『
増
補
四
書
字
引
大
全
』

（
一
八
三
六
求
版
，
一
八
六
〇
再
版
）
な
ど
を
確
認
し
た
が
、
い
ず
れ
も
「
萠ホ

ウ

」

で
あ
っ
た
三
一

。
「
漢
音
ヲ
字
ノ
右
傍
呉
音
ヲ
字
ノ
左
傍
ニ
記
ス
」
と
い
う
凡
例

を
有
す
る
『
経
典
熟
字
弁 

四
書
之
部
』（
一
八
〇
九
刊
）
で
も
「
萠ホ

ウ

」
と
あ
り
、

注
に
は
『
孟
子
』
の
「
非ア

ラ
ス

レ

無ナ
キ
ニ

二

ーホ
ウ

蘖カ
ツ

之ノ

生セ
イ

一

」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
諸
本

で
濁
点
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
一
八
世
紀
の
後
半
頃
か
ら
は
、
清
音
の
ホ

ウ
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
か
ら
、
近
世
の
漢
籍
訓
読
に
お
い
て
、《
萌
》
の
伝
統
的
漢
音
で
あ
る
モ

ウ
の
使
用
は
廃
れ
、
ボ
ウ
・
ホ
ウ
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
な
か
で
も
一

九
世
紀
頃
で
は
ホ
ウ
が
目
立
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

四
・
三 

近
世
の
辞
書
・
非
漢
文
資
料
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

本
節
で
は
、
三
・
三
節
に
引
き
続
い
て
、
古
辞
書
や
非
漢
文
体
の
日
本
語
文

資
料
か
ら
、
近
世
に
通
行
し
て
い
た
音
形
を
探
っ
て
い
く
。 

近
世
の
節
用
集
で
は
、
易
林
本
に
見
え
た
「
群
萌
」
が
、
寛
文
五
年
『
真
草

二
行
節
用
集
』
・
延
宝
八
年
『
合
類
節
用
集
』
な
ど
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
に
《
萌
》
を
含
む
漢
語
は
見
出
し
が
た
い
。『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
は
、

《
萌
》
字
を
含
む
熟
語
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

音
訓
を
示
し
た
漢
字
字
書
は
枚
挙
に
暇
が
無
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
中
国
字
書

の
和
刻
本
を
確
認
す
る
。『
大
広
益
会
玉
篇
』
の
付
訓
本
と
し
て
最
初
期
の
も
の

で
あ
る
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
刊
本
に
は
、
「

バ
ウ

マ
ウ萌
」
と
あ
る
。
近
世
を
通
じ

て
流
行
し
た
毛
利
貞
斎
『
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』
の
諸
版
（
元
禄
五
・
享

保
二
十
・
安
永
九
・
明
治
十
）
で
も
、
同
様
に
「

バ
ウ

マ
ウ萌
」
と
あ
る
。
一
方
で
、
寛

文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
刊
の
『
字
彙
』
の
和
刻
本
で
は
「
萌バ

ウ

」
と
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
に
先
立
つ
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
刊
行
の
、『
字
彙
』
を
単
字
と
音

訓
の
み
か
ら
な
る
簡
便
な
体
裁
と
し
た
『
字
集
便
覧
』
で
は
「
萌ハ

ウ

」
と
あ
る
。 

『
和
玉
篇
』
の
近
世
版
本
は
、
四
百
七
十
七
部
首
系
統
、
五
百
四
十
二
部
首

系
統
、
画
引
系
統
に
大
別
さ
れ
る
（
鈴
木
二
〇
二
二
）
。
そ
こ
で
、
諸
版
を
多
く

収
め
る
『
江
戸
時
代
流
通
字
引
大
集
成
』
所
収
の
諸
本
を
調
査
し
、
そ
の
結
果

を
表
３
～
表
５
に
ま
と
め
た
。 
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表
３ 

四
百
七
十
七
部
首
系
統
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

 

表
４ 

五
百
四
十
二
部
首
系
統
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

 

表
５ 

画
引
系
統
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

 

 

表
３
か
ら
、
ま
ず
四
百
七
十
七
部
首
系
統
の
諸
本
で
は
、
慶
長
十
五
年
版
に

見
ら
れ
た
「
マ
ウ
」
が
継
承
さ
れ
て
い
く
の
が
分
か
る
。 

一
方
、
五
百
四
十
二
部
首
系
統
で
は
、
表
４
に
示
す
通
り
、《
萌
》
が
二
箇
所

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
系
統
の
さ
き
が
け
と
な
る
寛
永
五
年
版
（
Ａ
）
で

は
、《
蘡
》
と
《
萍
》
の
間
に
「
萠マ

ウ
キ
ザ
ス

モ
ユ
ル

」
、《
荹
》
と
《
薂
》
の
間
に
「

バ
ウ

マ
ウ萌

ハ
ジ
メ

キ
サ
ス

」

と
あ
る
。
し
か
し
、
寛
永
十
五
年
版
（
Ｅ
）
で
は
２
字
目
の
右
傍
訓
「
バ
ウ
」

が
「
ハ
ウ
」
に
代
わ
り
、
以
後
継
承
さ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
正
保
三
年
版
（
Ｈ
）

で
は
１
字
目
の
右
傍
訓
「
マ
ウ
」
が
埋
木
に
よ
り
「
☗
ウ
」
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
五
年
後
の
慶
安
四
年
版
（
Ｉ
）
で
は
「
ハ
ウ
」
に
変
じ
る
。
こ
の
改
変
は
、

単
独
で
モ
ウ
を
掲
出
す
る
こ
と
が
、
当
時
に
お
い
て
受
け
入
れ
難
く
な
っ
て
い

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。 

        

真
草
倭
玉
篇
中
川
版 

増
字
倭
玉
篇 

増
補
倭
玉
篇 

真
草
倭
玉
篇 

真
草
倭
玉
篇 

慶
長
十
八
年
版 

慶
長
十
五
年
版 

版
種
・
書
名 

元
禄
頃 

一
六
七
〇 

一
六
六
二 

一
六
四
二 

一
六
二
七 

一
六
一
三 

一
六
一
〇 

刊
年 

萌ま
う 萠マ

ウ 萠マ
ウ 萠マ

ウ 萠マ
ウ 萠マ

ウ 萠マ
ウ 

用
例 

 

Ｊ Ｉ Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ 

慶
安
五
年
版 

慶
安
四
年
版 

正
保
三
年
版 

新
刊
真
草
倭
玉
篇 

寛
永
十
六
年
版 

寛
永
十
五
年
版 

寛
永
九
年
中
野
版 

寛
永
九
年
版 

寛
永
七
年
版 

寛
永
五
年
版 

一
六
五
二 

一
六
五
一 

一
六
四
六 

寛
永 

一
六
三
九 

一
六
三
八 

一
六
三
二 

一
六
三
二 

一
六
三
〇 

一
六
二
八 

萠ハ
ウ 萠ハ

ウ 萠☗
ウ 萠ハ

ウ 萠マ
ウ 萠マ

ウ 萠マ
ウ 萠マ

ウ 萠マ
ウ 萠マ

ウ 

ハ
ウ

マ
ウ萌 

ハ
ウ

マ
ウ萌 

ハ
ウ

マ
ウ萌 

ハ
ウ

□
ウ萠 

ハ
ウ

マ
ウ萌 

ハ
ウ

マ
ウ萌 

バ
ウ

マ
ウ萌 

バ
ウ

マ
ウ萌 

バ
ウ

マ
ウ萌 

バ
ウ

マ
ウ萌 

 

Ｒ Ｑ Ｐ Ｏ Ｎ Ｍ Ｌ Ｋ 

 

早
引
和
玉
篇
大
成 

字
林
和
玉
篇
大
成 

大
広
益
会
真
草
和
玉
篇 

小
篆
増
字
和
玉
篇
綱
目 

増
訓
画
引
和
玉
図
彙 

増
補
二
行
和
玉
篇 

新
刊
画
引
和
玉
篇 

袖
珍
和
玉
篇 

版
種
・
書
名 

一
七
二
五 

一
七
二
一 

一
七
〇
七 

一
六
九
五 

一
六
九
三 

元
禄 

一
六
七
〇 

一
六
六
四 

刊
年 

ハ
ウ

マ
ウ萌 

ホ
ウ

ハ
ウ萠 萠□

ウ 萠バ
ウ 

ホ
ウ

ハ
ウ萠 萠ハ

ウ 萠ハ
ウ 萠ハ

ウ 

用
例
１ 

(

な
し) 

ハ
ウ

マ
ウ萠 萠ハ

ウ 萠

ハ
ウ
○
マ
ウ
● 

ハ
ウ

マ
ウ萠 萠ハ

ウ 

ハ
ウ

マ
ウ萌 

ハ
ウ

マ
ウ萌 

用
例
２ 
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画
引
系
統
で
も
《
萌
》
を
重
出
す
る
字
書
が
目
立
つ
（
表
５
）
。
『
増
補
二
行

和
玉
篇
』
以
降
は
字
体
の
区
別
が
捨
象
さ
れ
、『
早
引
和
玉
篇
大
成
』
に
至
っ
て

統
合
さ
れ
る
。
モ
ウ
は
、
常
に
ホ
ウ
の
左
傍
訓
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
単
独
で

の
付
音
例
は
も
は
や
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。 

非
漢
文
資
料
に
つ
い
て
は
、
三
・
三
節
で
取
り
上
げ
た
『
神
皇
正
統
記
』
の

「
未
萌
」
と
『
太
平
記
』
の
「
萌
蘇
」
「
勾
萌
」
に
加
え
、
『
太
閤
記
』
の
「
未

萌
」
、
謡
曲
「
俊
寛
」
の
「
不
萌
」
の
語
形
を
、
写
本
や
版
本
か
ら
確
認
す
る
。

な
お
、
近
代
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
注
釈
書
は
、
底
本
の
語
形
が
反
映
さ
れ
る
可

能
性
を
考
慮
し
、
調
査
対
象
か
ら
外
し
た
。 

『
神
皇
正
統
記
』
は
、
江
戸
時
代
の
版
行
と
し
て
は
、
慶
安
二
（
一
六
四
九
）

年
と
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
の
『
評
註
校
訂
神
皇
正
統
記
』
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
三
・
三
節
で
見
た
通
り
、
漢
語
「
未
萌
」
に
対
し
、
青
蓮
院
本
で
は
「
ミ

マ
ウ
」
の
傍
訓
が
見
え
た
が
、
慶
安
二
年
版
本
で
は
「
未み

萠ぼ
う

」
と
あ
り
、『
評
註

校
訂
神
皇
正
統
記
』
で
は
「
未み

萌ほ
う

」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
に
お
け
る
濁
点

の
加
点
は
散
発
的
で
あ
り
、
ホ
ウ
か
ボ
ウ
か
は
不
明
で
あ
る
。 

『
太
平
記
』
は
、
仮
名
書
き
の
写
本
に
つ
い
て
は
土
井
本
と
河
野
美
術
館
四

十
二
冊
本
（
河
野
本
）
を
調
査
し
、
整
版
本
に
つ
い
て
は
、
日
東
寺
（
一
九
九

四
）
の
系
統
分
類
を
参
考
に
し
て
、
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
、
寛
文
四
（
一

六
六
四
）
年
、
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
、
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
、
天

和
元
（
一
六
八
一
）
年
（
万
治
三
年
刊
本
系
）
、
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
、
元

禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
の
刊
本
と
、
寛
永
頃
無

刊
記
本
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、「
萌
蘇
」
は
全
て
の
本
で
ホ
ウ
ソ
で
あ
っ
た

が
、「
勾
萌
」
は
土
井
本
が
「
こ
う
ほ
う
」
、
河
野
本
が
「
こ
う
ば
う
」
、
元
和
八

年
本
以
下
の
版
本
は
全
て
コ
ウ
マ
ウ
（
元
禄
十
年
版
は
「
こ
う
も
う
」
）
で
あ
っ

た
。
な
お
、
元
禄
十
年
版
以
外
の
版
本
の
字
体
は
全
て
「
萠
」
で
あ
っ
た
。 

甫
庵
に
よ
る
二
十
二
巻
本
『
太
閤
記
』
に
は
、「
未
萌
」
と
い
う
漢
語
が
、
巻

八
に
２
例
、
巻
二
十
に
２
例
見
ら
れ
る
。
長
谷
川
（
一
九
九
一
）
を
参
考
に
し

て
、
内
閣
文
庫
蔵
無
刊
記
版
、
正
保
三
年
版
、
寛
文
二
年
版
（
巻
二
十
の
み
）
、

宝
永
七
年
版
を
調
査
し
た
結
果
、「
ミ
ホ
ウ
」「
ミ
ハ
ウ
」「
ミ
ボ
ウ
」「
ミ
バ
ウ
」

の
４
通
り
の
表
記
（
平
仮
名
も
片
仮
名
で
示
す
）
が
確
認
さ
れ
た
が
、
「
モ
ウ
」

や
「
マ
ウ
」
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
字
体
は
全
て
「
萠
」
で
あ
っ
た
。 

謡
曲
「
俊
寛
」
の
詞
章
に
、「
金き

ん

雞け
い

夜よ
る

宿
し
ゆ
く

す
不ふ

萌ホ
お

の
枝し

」（
旧
大
系
『
謡
曲
集

下
』
四
一
五
頁
）
と
い
う
一
節
が
あ
る
。『
謡
抄
』
に
よ
れ
ば
「
祖
師
ノ
頌
」
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
典
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。
光
悦
謡
本
や
元
和
卯

月
本
に
は
傍
訓
は
無
い
が
、
明
和
改
正
謡
本
（
一
七
六
五
刊
）
に
は
「
フ
バ
ウ
」

と
あ
り
、
現
行
の
観
世
流
謡
本
（
大
成
版
）
で
も
「
フ
ボ
オ
」
と
濁
っ
て
い
る
。

一
方
、
現
行
の
宝
生
流
・
金
剛
流
・
金
春
流
で
は
「
フ
ホ
オ
」
と
歌
う
よ
う
で

あ
り
三
二

、
流
派
に
よ
っ
て
清
濁
は
異
な
る
よ
う
だ
が
、
モ
ウ
が
全
く
見
ら
れ
な

い
点
は
『
太
閤
記
』
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
オ
段
長
音
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

本
節
で
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、
『
当
流
謡
百
番
仮
名
遣
開
合
』
（
一
六
九
七

刊
）
で
は
合
音
で
「
ふ
ほ
う
」
と
す
る
の
に
対
し
、
『
音
曲
玉
淵
集
』
（
一
七
二

七
刊
）
で
は
開
音
で
「
ふ
は
う
」
と
す
る
と
い
う
揺
れ
が
み
ら
れ
た
。 

以
上
を
要
す
る
に
、
一
七
世
紀
の
半
ば
頃
ま
で
は
モ
ウ
も
散
見
さ
れ
る
も
の

の
、
そ
れ
以
後
に
お
い
て
は
、『
太
平
記
』「
勾
萌
」
の
語
形
と
し
て
、
ま
た
『
和

玉
篇
』
や
『
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』
の
左
傍
訓
と
し
て
残
存
す
る
に
す
ぎ

な
く
な
っ
て
お
り
、
標
準
的
な
字
音
は
ホ
ウ
ま
た
は
ボ
ウ
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。 

 四
・
四 
近
代
の
辞
書
に
お
け
る
《
萌
》
の
字
音 

近
代
に
入
り
、
西
洋
か
ら
大
量
の
新
し
い
制
度
や
文
化
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
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に
な
る
と
、
そ
の
吸
収
に
あ
た
っ
て
多
く
の
漢
語
が
借
用
・
転
用
・
新
造
さ
れ

た
た
め
、
日
本
語
に
占
め
る
漢
語
の
割
合
は
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
明
治
初
期
に
は
多
く
の
漢
語
辞
書
が
次
々
と

編
纂
さ
れ
、
ま
た
欧
米
の
辞
書
に
範
を
と
っ
た
近
代
的
な
国
語
辞
書
も
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
辞
書
に
お
け
る
、《
萌
》
字
を
含
む
漢

語
を
確
認
し
、
現
代
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
た
い
。 

ま
ず
、
明
治
初
期
の
漢
語
辞
書
を
確
認
す
る
。
松
井
（
一
九
八
六
）
は
、
明

治
初
期
の
漢
語
辞
書
の
多
く
が
、
『
漢
語
字
類
』
（
明
治
二
年
年
一
月
刊
）
の
見

出
し
語
を
直
接
な
い
し
間
接
に
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
語
形
に

つ
い
て
は
辞
書
間
で
の
揺
れ
が
大
き
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
『
漢

語
字
類
』
を
確
認
す
る
と
、「
萌は

う

兆て
う

」「
ーは

う

芽が

」「
ーは

う

蘖が
つ

」
の
三
語
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、『
漢
語
字
類
』
の
影
響
が
大
き
い
辞
書
と
し
て
松
井
（
一
九
八
六
）
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
10
辞
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

『
布
令
必
用
新
撰
字
引
』
（
明
治
二
年
四
月
刊
）
：
「
萠ハ

ウ

兆テ
ウ

」
「
萠ハ

ウ

芽カ

」 

 

※
ハ
ウ
カ
の
ハ
の
右
上
に
黒
い
点
あ
り
、
濁
点
か
不
審 

『
新
撰
字
類
』
（
明
治
三
年
七
月
刊
）
：
「
萠は

う

兆て
う

」
「
ーは

う

蘖が
つ

」 

『
漢
語
便
覧
』
（
明
治
三
年
十
月
序
）
：
「
萌は

う

兆て
う

」
「
ーは

う

蘖が
つ

」 

『
増
補
新
令
字
解
』
（
明
治
三
年
刊
）
：
「
萠ハ

ウ

兆
チ
ヨ
ウ

」
「
萠ハ

ウ

芽ガ

」
「
萠ハ

ウ

蘖ゲ
ツ

」 

『
大
全
漢
語
解
』
（
明
治
四
年
五
月
刊
）
：
「
萠ハ

ウ

兆テ
ウ

」
「
ーハ

ウ

芽カ

」
「
ーハ

ウ

蘖バ
ク

」 

『
新
撰
字
解
』
（
明
治
五
年
秋
刊
）
：
「
萠ハ

ウ

兆
チ
ヨ
ウ

」
「
萠ハ

ウ

芽ガ

」
「
萠ハ

ウ

蘖ゲ
ツ

」 

『
布
令
必
携
新
聞
字
引
』
（
明
治
五
年
秋
刊
）
：
「
萠ハ

ウ

兆テ
ウ

」
「
萠ハ

ウ

芽ガ

」 

『
漢
語
類
苑
大
成
』
（
明
治
六
年
六
月
序
）
：
「
萠ハ

ウ

兆テ
ウ

」
「
萌ハ

ウ

蘖ガ
ツ

」 

『
世
界
節
用
無
尽
蔵
』
（
明
治
六
年
四
月
刊
）
：
「
萠ば

う

兆
ち
や
う

」
「
ーは

う

芽が

」
「
ーは

う

蘖げ
つ

」 

『
漢
語
二
重
字
引
』
（
明
治
六
年
七
月
刻
）
：
「
萌ハ

ウ

兆テ
ウ

」
「
萌バ

ウ

芽ゲ

」
「
萌バ

ウ

蘖ゲ
ツ

」 

 

最
後
の
二
書
に
は
濁
音
の
ボ
ウ
（
バ
ウ
）
も
見
え
る
が
、
多
数
を
占
め
る
の

は
清
音
の
ホ
ウ
（
ハ
ウ
）
で
あ
る
。 

続
い
て
国
語
辞
書
を
確
認
す
る
。『
和
英
語
林
集
成
』
で
は
、
三
版
（
一
八
八

六
刊
）
に
「H

ō
G

A
 

ハ
ウ
ガ 

萌
芽
」
「M

IH
ō

 

ミ
ハ
ウ 

未
萌
」
の
二
語
が
見

え
る
。
ま
た
、
高
橋
五
郎
『
漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』
（
一
八
八
八
刊
）
に
は
、

「
萠
發
（
は
う
は
つ
）
」「
萠
芽
（
は
う
が
／
ほ
う
が
）
」「
萠
黄
（
は
う
く
わ
う
）
」

「
萠
蘖
（
は
う
け
つ
）
」
「
萠
兆
（
は
う
て
う
）
」
「
萠
生
（
は
う
せ
い
）
」
「
端
萠

（
た
ん
は
う
）
」
「
欝
萠
草
（
う
つ
は
う
さ
う
）
」
「
未
萠
（
み
は
う
／
び
ば
う
）
」

の
９
語
が
見
え
、
「
未
萠
」
の
み
に
ボ
ウ
の
音
が
現
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、『
言
海
』（
一
八
八
九
～
九
一
刊
）・『
日
本
大
辞
書
』（
一
八
九
二
～

九
三
刊
）
で
は
、
こ
の
９
語
の
う
ち
立
項
さ
れ
る
の
は
「
萠
芽
（
は
う
が
）
」
の

み
で
あ
る
。
『
大
言
海
』
（
一
九
三
二
～
三
七
刊
）
で
は
「
萌
蘖
（
は
う
げ
つ
）
」

が
加
わ
る
が
、
『
和
英
語
林
集
成
（
三
版
）
』
に
見
え
た
「
未
萌
」
や
、
多
く
の

漢
語
辞
書
に
見
え
た
「
萌
兆
」
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一

般
に
広
く
使
わ
れ
続
け
た
漢
語
は
、「
萌
芽
」
の
み
で
あ
り
、
そ
の
語
形
も
、
現

代
語
と
同
様
に
ホ
ウ
ガ
で
安
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
三
三

。 

以
上
か
ら
、
近
代
の
漢
語
に
お
い
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
音
は
、
清
音
の

ホ
ウ
で
あ
り
、
ま
た
一
般
に
広
く
使
用
さ
れ
た
漢
語
は
「
萌
芽
」
に
と
ど
ま
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 四
・
五 

第
四
節
の
ま
と
め 

四
・
一
節
で
は
、
法
華
経
字
音
学
に
お
い
て
ミ
ョ
ウ
（
ミ
ャ
ウ
）
と
い
う
呉

音
形
が
導
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
呉
音
の
モ
ウ
（
マ
ウ
）
が
用
い
ら
れ
続

け
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
四
・
二
節
で
は
、
近
世
の
漢
籍
訓
読
で
は
、
前
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代
ま
で
に
一
般
的
で
あ
っ
た
モ
ウ
（
マ
ウ
）
が
、
ほ
ぼ
用
い
ら
れ
ず
、
ホ
ウ
（
ハ

ウ
）・
ボ
ウ
（
バ
ウ
）
が
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
特
に
後
期
は
ホ

ウ
が
目
立
つ
こ
と
を
確
認
し
た
。
四
・
三
節
で
は
、
辞
書
や
非
漢
文
資
料
に
お

い
て
も
モ
ウ
（
マ
ウ
）
の
使
用
が
減
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
四
・
四
節

で
は
、
近
代
の
漢
語
で
は
、
清
音
の
ホ
ウ
が
一
般
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
確
認

し
た
。 

以
上
を
踏
ま
え
、
最
後
に
三
節
・
四
節
で
述
べ
た
よ
う
な
字
音
の
推
移
を
た

ど
っ
た
背
景
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

 五 

《
萌
》
の
字
音
の
変
化
の
背
景 

五
・
一 

モ
ウ
が
使
用
さ
れ
な
く
な
る
背
景 

前
節
で
、
近
世
以
降
、
漢
籍
や
非
漢
文
資
料
に
お
け
る
モ
ウ
（
マ
ウ
）
の
使

用
が
減
じ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
一
つ
に
は
常
用
字

体
で
あ
っ
た
「
萠
」
の
「
朋
」
か
ら
の
類
推
に
よ
る
ホ
（
ボ
）
ウ
が
広
ま
り
、

モ
ウ
を
淘
汰
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
漢
籍
訓
読
に
お
い
て
モ
ウ
が

全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
要
因
も
考
え
ら
れ
る
。 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
近
世
『
蒙
求
』
注
釈
書
の
漢
字
音
の
変
遷
で
あ

る
。
今
、『
蒙
求
』
標
題
に
現
れ
る
、
撥
音
韻
尾
を
有
す
る
明
（
微
）
母
字
の
う

ち
、
伝
統
的
な
蒙
求
読
誦
音
が
マ
行
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
字
に
つ
い
て
、
四
・

二
節
に
挙
げ
た
注
釈
書
（
う
ち
大
綱
鈔
・
絵
鈔
・
俚
諺
鈔
は
と
も
に
毛
利
貞
斎

の
著
）
の
字
音
を
示
す
と
、
次
頁
表
６
の
よ
う
に
な
る
。
ハ
行
・
バ
行
で
現
れ

る
例
は
灰
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
た
。 

表
６
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 

 ・『
大
綱
鈔
』
で
は
、《
明
》《
命
》
を
除
き
、
明
母
字
を
一
律
に
バ
行
と
し
て
い

る
。 

・
『
絵
鈔
』
で
は
、
《
満
》
《
曼
》
《
湎
》
《
濛
》
《
萌
》
は
バ
行
だ
が
、
他
は
マ
行

と
な
っ
て
い
る
。 

・
『
俚
諺
鈔
』
は
、
『
大
綱
鈔
』
と
『
絵
鈔
』
の
中
間
的
な
性
格
を
有
し
、
バ
行

マ
行
両
形
を
記
す
例
も
あ
る
。 

・
『
国
字
辨
』
で
は
、
《
曼
》
《
湎
》
《
萌
》
を
バ
行
（
《
萌
》
は
清
音
か
）
と
し
、

他
は
マ
行
あ
る
い
は
付
訓
な
し
。 

・
『
国
字
解
』
で
は
、
《
萌
》
以
外
全
て
マ
行
と
な
っ
て
お
り
、
お
お
む
ね
伝
統

読
誦
音
に
回
帰
し
て
い
る
。 

 

『
大
綱
鈔
』
で
は
、
流
通
し
て
い
る
漢
字
音
（
以
下
「
流
通
音
」
）
に
従
わ
ず
、

マ
行
始
ま
り
の
音
を
バ
行
に
改
変
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
《
明
》

《
命
》
の
二
字
が
例
外
と
な
る
が
、
い
ず
れ
も
呉
音
形
（
ミ
ョ
ウ
）
と
漢
音
形

（
メ
イ
）
が
頭
子
音
以
外
で
も
異
な
り
、
か
つ
呉
音
形
も
広
く
流
通
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
流
通
音
が
マ
行
音
の
場
合
、
呉
音
的
と
判
断

し
、
頭
子
音
を
バ
行
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
人
為
的
に
漢
音
を
作
り
出
し
て

用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。 

そ
れ
に
対
し
て
『
絵
鈔
』
は
、
蒙
求
故
事
に
ち
な
む
挿
絵
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、『
大
綱
鈔
』
に
比
べ
童
蒙
教
育
的
性
格
が
濃
い
。
こ
の
ゆ
え
に
、
流
通
音
を

そ
の
ま
ま
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
例
外
的
に
バ
行
を
用

い
た
漢
字
が
５
つ
あ
り
、
う
ち
《
満
》
を
除
く
《
曼
》《
湎
》《
濛
》《
萌
》
４
字

は
、
日
常
で
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な
い
漢
字
と
い
え
よ
う
。
『
国
字
辨
』
で
も
、

依
然
と
し
て
《
曼
》
《
湎
》
２
字
に
バ
行
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
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表６ 近世『蒙求』注釈書におけるマ行はじまりの明母字の字音の変遷 

字 標題 声母 摂 
伝統蒙

求音 

大綱鈔

1683 

絵鈔

1690 

俚諺鈔

1706 

国字辨

1777 

国字解

1778 

孟 劇孟一敵 明 梗 マウ バウ マウ マウ(右) 

バウ(左) 

- モウ 

孟 孟軻養素 明 梗 マウ ハウ マウ バウ - モウ 

孟 孟宗寄鮓 明 梗 マウ バウ マウ マウ - モウ 

孟 孟光荊釵 明 梗 マウ ハウ マウ マウ - モウ 

孟 趙孟疵面 明 梗 マウ バウ マウ バウ(右) 

マウ(左) 

- モウ 

孟 孟陽擲瓦 明 梗 マウ バウ マウ バウ - モウ 

孟 孟嘉落帽 明 梗 マウ バウ マウ バウ(右) 

マウ(左) 

- モウ 

孟 孟嘗還珠 明 梗 マウ ハウ マウ マウ - モウ 

満 韋賢満籯 明 山 マン バン バン バン - マン 

満 孔融坐満 明 山 マン バン バン バン - マン 

曼 曼容自免 微 山 マン バン バン バン(右) 

マン(左) 

バン マン 

曼 曼倩三冬 微 山 マン バン ハン バン - マン 

面 趙孟疵面 明 山 メン ベン メン ベン - メン 

湎 玄石沈湎 明 山 メン ベン ベン ベン ベン メン 

蒙 蒙恬製筆 明 通 モウ ボウ モウ バウ(右) 

マウ(左) 

- モウ 

濛 王濛市帽 明 通 モウ ボウ ボウ ボウ - モウ 

萌 逢萌挂冠 明 梗 マウ ボウ ボウ ボウ ホウ ボウ 

門 于公高門 明 山 モン ボン モン モン - モン 

門 張昭塞門 明 山 モン ボン モン モン - モン 

門 魏勃掃門 明 山 モン ボン モン モン モン モン 

門 西門投巫 明 山 モン ボン モン モン - モン 

門 鄭崇門雑 明 山 モン ボン モン モン - モン 

命 嵆呂命駕 明 梗 メイ メイ メイ メイ メイ メイ 

明 孔明臥龍 明 梗 メイ メイ メイ メイ - メイ 

明 離婁明目 明 梗 メイ メイ メイ メイ - メイ 

明 淵明把菊 明 梗 メイ メイ メイ メイ - ノ(メ?)イ 

明 慈明八龍 明 梗 メイ メイ メイ メイ - メイ 

鳴 鳴鶴日下 明 梗 メイ ベイ メイ メイ(右) 

ベイ(左) 

メイ メイ 

鳴 稚珪蛙鳴 明 梗 メイ ベイ メイ ベイ メイ メイ 
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以
上
か
ら
考
察
す
る
と
、「
曼
」「
湎
」「
萌
」
の
よ
う
な
、
特
に
使
用
頻
度
の

低
い
字
に
お
い
て
は
、
撥
音
韻
尾
字
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
呉
音―

マ
行
・
漢

音―

バ
行
と
い
う
字
音
体
系
の
規
範
意
識
に
基
づ
き
、
バ
行
始
ま
り
の
音
を
漢

籍
で
用
い
る
こ
と
が
好
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
三
四

。
近
世
の
漢
籍

に
お
い
て
《
萌
》
に
ボ
ウ
が
頻
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
理
由
は
、
こ
の
意
識
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 五
・
二 

ボ
ウ
が
使
用
さ
れ
な
く
な
る
背
景 

四
・
二
節
で
、
近
世
の
漢
籍
で
《
萌
》
を
ボ
ウ
と
読
む
例
が
少
な
か
ら
ず
見

ら
れ
た
。
し
か
し
四
・
四
節
で
、
近
代
漢
語
辞
書
・
国
語
辞
書
で
は
、
漢
語
を

清
音
で
ホ
ウ
と
読
む
例
の
多
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

こ
の
背
景
と
し
て
は
、《
萌
》
は
近
代
以
降
も
引
き
続
き
「
萠
」
と
書
か
れ
た

り
、
ま
た
印
刷
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
時
代
を
通
じ
て
《
朋
》
の
字
音

か
ら
の
類
推
を
受
け
続
け
た
が
、《
朋
》
に
は
ボ
ウ
・
ホ
ウ
の
二
音
か
ら
ホ
ウ
に

一
元
化
三
五

す
る
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
が
《
萌
》
に
も
反
映
さ
れ

た
も
の
と
解
釈
す
る
。 

『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧 

1
8

2
0

～1
9

4
6

年
』
に
よ
れ
ば
、
築
地
五
号
（
一

八
九
四
年
）
な
ど
に
「
萠
」
、
築
地
三
号
（
一
九
一
二
年
）
な
ど
に
「

」
と

い
う
活
字
字
形
が
見
え
る
。
実
際
、『
言
海
』
に
は
「
萠
」
が
、『
日
本
大
辞
書
』

に
は
「

」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
萌
」
と
は
別
に
、『
康
煕
字
典
』
に
も
掲

載
が
無
い
「
萠
・

」
と
い
っ
た
活
字
が
必
要
だ
っ
た
の
は
、
近
代
以
降
も
手

書
き
に
お
い
て
は
「
萠
」
が
一
般
的
な
字
体
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。 

続
い
て
、《
朋
》
字
や
《
朋
》
を
構
成
要
素
と
す
る
字
に
お
け
る
、
ホ
ウ
へ
の

一
元
化
の
流
れ
を
確
認
す
る
。 

《
朋
》
は
、
現
代
は
ホ
ウ
と
し
か
読
ま
な
い
が
、
三
・
二
節
で
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
全
濁
字
で
あ
り
、
呉
音
は
ボ
ウ
で
あ
っ
た
。『
日
葡
辞
書
』
に
は
、《
朋
》

を
含
む
熟
語
に

B
ô

y
ǔ

・F
ô

y
ǔ

（
朋
友
）
、D

ô
b

ô

（
同
朋
）
が
あ
る
。
「
朋
友
」

は
、
中
世
古
辞
書
で
も
語
形
揺
れ
が
認
め
ら
れ
、
易
林
本
『
節
用
集
』
は
「
ホ

ウ
イ
ウ
」
、
元
亀
二
年
本
『
運
歩
色
葉
集
』
は
「
ホ
ウ
ユ
ウ
」
で
あ
る
が
、
明
応

五
年
本
『
節
用
集
』
・
静
嘉
堂
文
庫
本
『
運
歩
色
葉
集
』
等
に
は
「
ボ
ウ
ユ
ウ
」

と
あ
り
、
ま
た
『
伊
京
集
』
に
は
「
ボ
ウ
ウ
」
と
あ
る
。「
同
朋
」
は
、
中
世
古

辞
書
（
節
用
集
古
本
六
種
・
運
歩
色
葉
集
な
ど
）
で
は
ほ
と
ん
ど
ド
ウ
ボ
ウ
で

あ
る
。
現
代
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ウ
ユ
ウ
・
ド
ウ
ホ
ウ
と
読
む
の
が
一
般
的
と
な

っ
て
い
る
三
六

。 

《
朋
》
を
構
成
要
素
と
す
る
《
崩
》
は
全
清
字
で
あ
る
た
め
、
演
繹
的
に
は

呉
音
漢
音
と
も
に
ホ
ウ
が
期
待
さ
れ
る
。
実
際
に
保
延
本
『
法
華
経
単
字
』
の

反
切
「
北
（
入
）

東
（
去
）

反
」
は
清
音
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
至
徳
版
『
法

華
経
音
訓
』
で
は
去
濁
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
中
世
に
濁
音
形
も
生
じ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。『
日
葡
辞
書
』
で
は
、F

ô
g

u
io

（
崩
御
）
の
他
に
、B

ô
rô

（
崩

漏
）・B

ô
q

ei

（
崩
傾
）
の
二
語
が
見
え
る
三
七

。
ま
た
、
国
会
図
書
館
蔵
『
玉
塵

抄
』
巻
五
に
は
「
天
子
ニ

崩
ス
ム 

ホ
ウ

云
イ
諸
侯
ニ
薨コ

ウ

云
イ
」
〔
１
５
ウ
〕
と
い
う
清

音
（
ス
ム
）
注
記
の
例
が
あ
る
こ
と
も
、
当
時
濁
っ
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
証
拠
と
な
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
《
棚
》
に
も
、
『
色
葉
字
平
他
』
の
明
応
十
年

本
や
龍
門
文
庫
本
に
は
「
ボ
ウ
」
の
音
形
が
確
認
さ
れ
る
。 

以
上
、《
朋
》
や
《
朋
》
を
構
成
要
素
と
す
る
諸
字
に
は
、
ボ
ウ
・
ホ
ウ
と
い

う
複
数
音
の
状
態
か
ら
ホ
ウ
に
一
元
化
し
て
い
く
と
い
う
、
共
通
す
る
流
れ
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。《
萌
》
字
も
、
一
般
的
な
字
体
が
「
萠
」
で
あ
っ
た
た

め
に
、
こ
の
流
れ
に
沿
っ
た
変
化
を
遂
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

な
お
、
呉
音
・
漢
音
が
清
濁
の
み
で
対
立
す
る
字
の
場
合
、
濁
音
形
（
呉
音
）
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が
残
り
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
松
井
（
一
九
七
一
）
な
ど
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

漢
音
資
料
で
も
時
代
が
降
る
に
つ
れ
こ
の
種
の
濁
音
形
の
混
入
が
増
え
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
佐
々
木
二
〇
〇
九
第
三
部
第
四
章
）
。
し
か
し
、「
朋
」

（
ホ
ウ
・
ボ
ウ→

ホ
ウ
）
に
つ
い
て
は
こ
の
傾
向
に
反
す
る
も
の
と
な
る
。
こ

の
理
由
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
例
え
ば
「
朋
友
」
と
い
う
語
は
、『
論
語
』
に
８

例
み
え
、
五
倫
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
儒
教
の
基
本
単
語
で
あ
っ
た
た
め
、
近

世
寺
子
屋
教
育
な
ど
を
通
じ
て
、
漢
音
形
の
ホ
ウ
ユ
ウ
が
ボ
ウ
ユ
ウ
を
淘
汰
し

た
と
い
っ
た
事
情
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
三
八

。 

 六 

結
論
と
今
後
の
見
通
し 

本
稿
で
は
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 ・《
萌
》
は
、
中
古
中
世
の
訓
点
資
料
か
ら
帰
納
す
る
限
り
で
は
、
呉
音
・
漢
音

と
も
に
マ
ウ
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
呉
音
は
上
～
去
声
、
漢
音
は

平
声
で
、
声
調
は
対
立
し
て
い
た
。 

・
慣
用
音
の
「
ホ
ウ
」
は
、《
萌
》
の
手
書
き
に
お
け
る
字
体
と
し
て
日
本
で
流

通
し
て
い
た
「
萠
」
の
下
部
の
、「
朋
」
に
基
づ
く
類
推
音
で
あ
り
、
室
町
頃

に
は
一
般
的
な
字
音
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。 

・
近
世
に
入
る
と
モ
ウ
（
マ
ウ
）
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
漢
籍
訓

読
で
は
ボ
ウ
な
い
し
ホ
ウ
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
常

用
字
で
な
い
場
合
に
、
漢
音
が
一
律
に
バ
行
で
揃
え
ら
れ
る
と
い
う
動
き
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。 

・
近
代
以
降
、
漢
語
に
使
用
す
る
字
音
は
、
清
音
の
ホ
ウ
が
一
般
的
と
な
っ
た
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、《
朋
》
字
に
起
こ
っ
た
一
元
化
（
ボ
ウ
・
ホ
ウ→

ホ

ウ
）
に
連
れ
立
っ
た
も
の
と
解
釈
し
た
。 

 

最
後
に
本
稿
に
お
け
る
課
題
を
述
べ
る
。
ま
ず
、
五
・
一
節
で
述
べ
た
「
常

用
字
で
な
い
場
合
に
、
漢
音
が
一
律
に
バ
行
で
揃
え
ら
れ
る
と
い
う
動
き
」
に

つ
い
て
は
、
毛
利
貞
斎
を
中
心
と
す
る
『
蒙
求
』
注
釈
書
の
み
に
依
拠
し
た
仮

説
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
ど
の
程
度
の
広
が
り
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
今
後
さ
ら

に
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
近
世
に
お
け
る
開
音
形
ハ
（
バ
）
ウ
と
合
音
形
ホ
（
ボ
）

ウ
の
揺
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
が
、
本
居
宣
長
の
『
字

音
仮
名
用
格
』
以
前
の
仮
名
遣
い
の
規
範
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問

題
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、「
萠
」
の
字
体
史
に
つ
い
て
は
、
注
一
八
に
簡
単
に

記
し
た
も
の
の
、
日
中
間
の
交
渉
等
な
お
不
明
な
点
が
多
く
、
諸
資
料
を
参
看

し
て
、
改
良
を
目
指
し
た
い
。 

本
論
で
は
、《
萌
》
と
い
う
字
の
漢
音
が
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
モ
ウ

（
マ
ウ
）
か
ら
ボ
ウ
・
ホ
ウ
に
変
じ
る
こ
と
、
近
現
代
に
か
け
て
ホ
ウ
に
収
束

し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ど
の
時
代
に
ど
の
字
音
が
有
力
で
あ
っ
た

の
か
と
い
う
情
報
は
、
日
本
語
史
の
み
な
ら
ず
、
古
文
献
を
資
料
と
す
る
学
問

に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
記
述
の
蓄
積
が
望
ま
れ
る
。 

ま
た
、
漢
字
研
究
と
し
て
は
、
字
音
が
変
化
し
て
い
く
背
景
を
考
察
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
が
、
各
字
の
字
形
・
字
義
・
用
法
・
使
用
頻
度
の
変
化
や
、
規

範
意
識
の
変
化
と
ど
う
連
動
す
る
の
か
と
い
っ
た
観
点
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
三
九

。
今
後
、
様
々
な
字
に
つ
い
て
「
字
音
史
」
を
記
述
し
、
そ
れ
ら

を
通
じ
て
、
傾
向
の
分
析
や
、
類
型
化
・
一
般
化
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
た
い
。 
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【
注
】 

 

一 

推
定
音
価
は
平
山
（
二
〇
二
二
）
表
15
の
音
価
表
に
よ
る
。 

二 

玄
応
音
義
に
つ
い
て
は
周
法
高
（
一
九
六
八
）、
慧
琳
音
義
に
つ
い
て
は
上
田
（
一
九

八
七
）
を
利
用
し
た
。 

三 

早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
抱
経
堂
叢
書
本
に
よ

る
。
通
志
堂
本
で
は
「
云
」
と
あ
る
。 

四 

『
集
韻
』
で
は
、
庚
韻
三
等
の
明
小
韻
（
眉
兵
切
）
に
も
《
萌
》
が
見
え
、
義
注
は
「
蕨

萌
、
艸
名
」
と
あ
る
。
し
か
し
「
蕨
萌
」
は
『
集
韻
』
以
外
に
用
例
が
見
え
ず
、
本
論
に

は
関
与
し
な
い
音
類
と
考
え
る
。 

五 

『
角
川
新
字
源 

改
訂
新
版
』
は
、
凡
例
に
は
記
載
は
な
い
が
、
慣
用
音
に
つ
い
て
は

全
て
現
代
仮
名
づ
か
い
で
示
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
慣
用
音
が
「
ホ

ウ
」
と
あ
る
の
は
、
開
音
の
ハ
ウ
で
は
な
く
合
音
の
ホ
ウ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
も

の
で
は
な
い
。 

六 

《
群
》
に
対
す
る
去
声
点
は
、
外
形
上
は
「
―
」
の
よ
う
な
線
点
で
あ
る
が
、
当
該

資
料
に
お
い
て
は
濁
音
を
示
す
。
佐
々
木
（
二
〇
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
線
点
は
、
字

音
直
読
資
料
な
い
し
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
親
鸞
が
使
用
し
た
と
い
う
。 

七 

た
だ
し
、
５
例
全
て
に
お
い
て
、
濁
声
点
は
線
点
「
―
」
で
あ
り
、
ま
た
単
声
点
も

小
ぶ
り
の
も
の
で
あ
る
。
佐
々
木
（
二
〇
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
板
東
本
『
教
行
信
証
』
に

は
少
な
く
と
も
３
種
の
加
点
形
式
が
あ
り
、
こ
こ
に
示
し
た
よ
う
な
形
式
の
点
は
、
親
鸞

と
は
別
人
に
よ
る
後
筆
の
疑
い
が
あ
る
と
い
う
。 

八 

こ
の
う
ち
、
岡
本
（
一
九
六
九
：
四
二
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
妄
」
「
罔
」
「
網
」

「
晩
」
は
軽
唇
音
化
を
起
こ
し
た
微
母
字
で
あ
る
た
め
、
バ
行
で
現
れ
る
こ
と
に
は
問
題

な
い
。
し
か
し
、「
冕
」「
敏
」
な
ど
は
、
他
の
漢
音
資
料
に
徴
し
て
も
バ
行
が
一
般
的
で

あ
り
、
例
外
と
な
る
。 

九 

用
例
検
索
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
籍
・
仏
書
・
空
海
関
連
資
料
に
つ
い
て
は
、
「
中
央
研

究
院
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
」
と
「
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

2
0

1
8

版
」
を
主
に
用
い
、

「
中
国
基
本
古
籍
庫
」
を
補
助
的
に
活
用
し
た
。
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末

尾
の
「
索
引
類
」
に
記
し
た
資
料
の
他
、O

C
R

を
活
用
し
て
検
索
し
た
。 

一
〇 

天
理
本
『
文
選
』
巻
二
十
六
、『
管
見
記
』
紙
背
『
文
選
』
巻
二
、『
白
氏
文
集
』
正

和
頃
点
、
『
管
見
抄
』
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
鄭
門
鎬
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。 

一
一 

『
三
教
指
帰
』
光
明
院
本
・
龍
門
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
月
本
雅
幸
氏
に
ご
判
断
い

た
だ
い
た
。 

一
二 

２
「

（
去
）

漸
（
平
）
」、
８
「
萠マ

ウ
（
去
）

兆テ
ウ

（
去
濁
）
」
、
９
「
善
萠
（
去
）
」
、
15
「
萠マ

ウ
（
去
）

動
（
平
）
」

 

な
ど
。
こ
れ
ら
は
、
呉
音
の
混
入
と
解
釈
す
る
。 

一
三 

耕
韻
で
は
、
「
甍マ

ウ

（
上
）
」
〔
書
陵
部
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
十
八
文
永
点
・
襄
公
二

十
八
年
〕
、「
甍マ

ウ

宇
」〔
猿
投
神
社
蔵
『
文
選
』
正
安
頃
点
〕
、「
民
氓マ

ウ

（
平
）
」〔
書
陵
部
本
『
群

書
治
要
』
巻
四
十
四
「
潜
夫
論
」
〕
、「
甿マ

ウ

隷レ
イ

」〔
天
理
本
『
文
選
』
巻
二
十
六
元
徳
二
年
点
〕

な
ど
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、「
氓ハ

ウ

（
平
濁
）
」〔
書
陵
部
本
『
群
書
治
要
』
巻
二
十
九
「
晋

書
上
」
〕
の
例
も
あ
る
。
ま
た
、
庚
韻
二
等
明
母
字
で
は
、「
猛マ

ウ

（
上
）
」〔
書
陵
部
本
『
文
鏡

秘
府
論
』
北
保
延
二
年
点
〕
、「
孟マ

ウ

軻カ

養
素ソ

」〔
長
承
本
『
蒙
求
』
29
行
〕
、「
盲マ

ウ

」〔
黒
川
本

『
色
葉
字
類
抄
』
下
五
八
ウ
〕
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
『
色
葉
字
類
抄
』
の
右

傍
の
音
注
は
必
ず
し
も
漢
音
に
限
ら
な
い
た
め
、
「
盲マ

ウ

」
は
呉
音
の
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
上
、
訓
点
資
料
で
は
「
盲
ハ
ウ
（
平
濁
）
」〔
書
陵
部
本
『
群
書
治
要
』
巻
八
「
韓
子
外
伝
」
〕
、

「
盲ハ

ウ

（
平
濁
）

瞽メ
シ
ヒ
〽
コ

（
上
）
」〔
天
理
本
『
三
教
指
帰
』
巻
中
久
寿
二
年
点
〕
の
よ
う
に
、
バ
ウ

の
方
が
目
立
つ
。
《
盲
》
と
同
音
の
《
蝱
》
に
至
っ
て
は
「
蝱ハ

ウ

（
平
濁
）
」
〔
前
田
本
『
色
葉

字
類
抄
』
下
28
オ
〕
の
例
し
か
見
出
せ
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
微
母
字
で
あ
る
《
亡
》

を
声
符
に
持
つ
字
は
、
バ
ウ
で
現
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

一
四 

こ
の
場
合
、
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
み
ら
れ
た
「
バ
ウ
」
を
ど
う
説
明
す
る

か
が
問
題
と
な
る
。
素
朴
に
は
、
韻
書
・
字
書
に
見
ら
れ
る
「
莫
耕
反
」
「
麦
耕
反
」
と

い
っ
た
反
切
に
由
来
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
築
島
（
一
九
六
七
：
一
四
五
）
や
佐
々

木
（
二
〇
〇
九
：
二
七
五
～
二
七
六
）
に
も
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
興
福
寺
本
・
人
文
研

本
で
は
反
切
注
は
き
わ
め
て
僅
少
で
あ
り
、
反
切
に
基
づ
い
た
人
為
的
漢
音
が
用
い
ら
れ

た
と
は
考
え
が
た
い
。
ま
た
築
島
（
一
九
六
七
：
二
二
七
～
二
二
八
）
は
、
撥
音
韻
尾
を

有
す
る
明
母
・
泥
母
字
は
、
母
音
の
開
口
度
が
大
き
い
ほ
ど
バ
行
で
現
れ
や
す
い
と
い
う

可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
岡
本
（
一
九
六
九
）
の
批
判
に
も
あ
る
よ
う
に
、
明
瞭
な
傾
向

と
は
認
め
が
た
い
。
蔵
漢
対
音
資
料
を
用
い
て
河
西
方
言
を
分
析
し
た
高
田
（
一
九
八

八
：
八
九
～
九
〇
）
は
、
「
鼻
音
に
終
わ
る
音
節
で
は
多
く
が
チ
ベ
ッ
ト
文
字
の
単
純
鼻

音
で
表
記
さ
れ
る
が
時
にʼa

-ch
u

n
g

を
伴
っ
た
有
声
破
裂
音
字
母
で
も
写
さ
れ
る
」
こ
と

を
指
摘
し
「
泥
母
，
明
母
は
音
韻
と
し
て
は
単
一
の/ nd

/, 
/
m
b

/

で
あ
っ
て
，
そ
れ
が
鼻
音

に
終
わ
る
音
節
で
は
鼻
音
韻
尾
の
遡
行
同
化
に
よ
っ
て
音
聲
的
に
鼻
音
が
強
く
響
い
た

も
の
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
音
声
的
な
揺
れ
が
、
日
本
語
側
で
マ
ウ
・
バ
ウ
の
二
重

形
と
し
て
並
存
し
続
け
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
注
８
や
注
12
に

示
し
た
《
冕
》《
敏
》《
盲
》
と
い
っ
た
諸
字
の
漢
音
形
も
、
古
く
は
二
重
形
を
有
し
、
バ

行
の
側
に
一
元
化
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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一
五 
南
北
朝
～
室
町
期
の
写
と
さ
れ
る
広
隆
寺
本
（
斯
道
文
庫
蔵
）
に
は
「
萠マ

ウ-

蘖ゲ
ツ

」
と
あ

る
が
、
「
マ
」
と
「
ウ
」
の
間
に
濁
点
ら
し
き
点
が
見
え
る
。
ま
た
、
諸
本
が
「
キ
ザ
ス

コ
ト
」
と
訓
読
す
る
「
吾
如
有
萌
焉
」
〔
告
子
上
〕
に
対
し
て
は
、
「
す
」
「
こ
と
」
の
ヲ

コ
ト
点
に
加
え
て
、
左
傍
に
朱
筆
で
「
ﾞ
ス
ル
ヿ
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
濁
点
で
あ
れ
ば

バ
ウ
・
ボ
ウ
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
位
置
や
形
状
が
通
常
の
も
の

と
異
な
り
判
然
と
し
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
事
実
の
指
摘
に
と
ど
め
る
。 

一
六 

《
逢
》
は
、『
広
韻
』
に
よ
れ
ば
〈
会
う
〉
の
意
味
で
は
鍾
韻
（
漢
音
は
ホ
ウ
）、
姓

氏
と
し
て
は
江
韻
（
漢
音
は
ハ
ウ
）
で
あ
る
。
沢
存
堂
本
で
は
後
者
の
字
体
を
「
逄
」
と

し
て
、
「
逢
」
と
区
別
し
て
い
る
が
、
『
蒙
求
』
諸
本
で
は
ど
ち
ら
の
字
体
も
見
ら
れ
る
。

字
音
に
つ
い
て
も
、
長
承
本
で
は
「
ホ
ウ
」
、
正
倉
院
本
で
は
「
ハ
ウ
」
と
あ
り
、
古
く

か
ら
双
方
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
大
永
本
の
「
蓬
」
は
「
逢
」
の
誤
字
で
あ

ろ
う
。 

一
七 

当
該
資
料
の
角
筆
点
に
つ
い
て
は
、
小
林
（
二
〇
〇
四
）
五
八
七
～
五
八
八
頁
な
ら

び
に
佐
々
木
（
二
〇
〇
九
）
資
料
編
を
参
照
。
な
お
、
二
〇
二
三
年
の
五
月
に
、
国
立
国

会
図
書
館
に
特
別
に
許
可
を
賜
り
、
原
本
調
査
を
行
っ
て
確
認
し
た
。 

一
八 

《
明
》
の
初
唐
標
準
体
は
、
偏
を
《
目
》
に
作
る
「
眀
」
で
あ
っ
た
（
斎
木
二
〇
一

二
：
三
七
一
）
こ
と
も
あ
り
、
日
中
問
わ
ず
、
《
明
》
と
《
朋
》
と
は
書
写
上
紛
ら
わ
し

い
ペ
ア
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
『
宋
本
玉
篇
』
附
録
「
分
毫
字
様
」
に
「
明
朋 

上
眉
兵
切
清
也
、
下
薄
登
切
党
也
」
と
い
う
例
が
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
陳
至
徳
四
（
五

八
六
）
年
写
の
敦
煌
本
『
摩
訶
摩
耶
経
』
巻
上
に
、「
萠
」
に
近
い
字
体
が
見
え
る
（
「
漢

字
字
体
規
範
史
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
単
字
検
索
」
に
よ
る
）
。
以
上
か
ら
す
れ
ば
、《
萌
》
が
「
萠
」

と
書
か
れ
る
こ
と
は
中
国
で
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、『
干
禄
字
書
』『
五
経

字
様
』
『
九
経
字
様
』
『
古
俗
字
略
』
『
宋
元
以
来
俗
字
譜
』
と
い
っ
た
中
国
の
字
様
書
や

異
体
字
字
書
に
「
萠
」
は
掲
出
さ
れ
ず
、
『
康
煕
字
典
』
や
『
漢
語
大
字
典
（
第
二
版
）
』

に
も
収
録
が
な
い
。
主
と
し
て
『
漢
語
大
字
典
』
未
収
の
字
形
を
収
録
す
る
方
針
の
『
明

清
小
説
俗
字
典
』
に
も
、《
萌
》
は
立
項
さ
れ
な
い
。
恐
ら
く
、
中
国
に
お
い
て
は
、「
萠
」

の
字
形
は
一
般
化
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
日
本
で
は
、
既
に
示
し
た
よ

う
に
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
以
降
は
「
萠
」
の
字
体
が
一
般
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

早
い
例
と
し
て
は
、
長
承
本
『
蒙
求
』
の
他
、
天
暦
二
（
九
四
八
）
年
の
加
点
識
語
を
有

す
る
国
宝
『
漢
書
』
楊
雄
伝
第
五
十
七
の
、《
弸
》《
駍
》
に
対
す
る
反
切
（
普
萌
反
）
の

書
き
入
れ
に
、「
萠
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、「
萠
」
を
《
萌
》
の
異
体
字
と
す
る

記
述
は
少
な
く
、
管
見
で
は
、
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
の
序
を
有
す
る
『
正
楷
字
覧
』

に
「
下

○明
ナ
リ
、

○朋
ニ
非
」
と
あ
る
の
が
早
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
江
守
（
一
九

 

八
六
）
は
、
「
萠
」
に
つ
い
て
「
こ
ん
な
字
は
な
い
。
誤
字
で
あ
る
が
、
実
際
に
書
い
て

い
る
人
も
い
る
の
で
、
俗
字
と
し
て
い
る
辞
書
が
多
い
」
と
述
べ
る
（
五
六
頁
）
。 

一
九 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
の
注
に
は
「
萌
（
バ
ウ
）
は
萠
（
ボ
ウ
）

が
通
用
し
た
」
と
あ
り
、
稿
者
の
解
釈
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

両
者
が
別
字
種
と
し
て
意
識
さ
れ
、
字
音
に
よ
っ
て
字
体
が
書
き
分
け
ら
れ
た
と
い
う
よ

う
に
も
読
め
る
。
確
か
に
、
四
・
三
節
に
示
す
近
世
の
『
和
玉
篇
』
の
よ
う
に
、
「
萌
」

と
「
萠
」
が
別
々
に
掲
載
さ
れ
る
資
料
は
存
在
し
、
別
字
種
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
字
体
「
萌
」
に
は
字
音
「
バ
ウ
」
が
「
萠
」
に

は
「
ボ
ウ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
そ

の
点
で
、
や
や
理
解
し
が
た
い
記
述
で
あ
る
。 

二
〇 

た
だ
し
、
例
え
ば
天
文
本
の
《
明
》
に
は
「
メ
イ
」「
ヘ
イ
」
両
音
が
あ
る
よ
う
に
、

『
字
鏡
集
』
諸
本
に
お
い
て
撥
音
韻
尾
を
有
す
る
明
母
・
泥
母
字
に
マ
・
ナ
行
が
現
れ
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

二
一 

『
音
訓
篇
立
』
に
は
《
萌
》
が
二
箇
所
に
現
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
本
書
と
同

系
統
に
あ
る
『
賢
秀
写
本
』
で
も
同
様
で
あ
る
。『
音
訓
篇
立
』
第
五
冊
二
十
一
ウ
の
《
萌
》

に
は
、
仮
名
音
注
「
ハ
ウ
」「
ホ
ウ
」「
マ
ウ
」
と
和
訓
「
ク
ツ
ル
」「
キ
サ
ス
」「
ヲ
ヰ
イ

テ
タ
リ
」
が
あ
り
、
『
賢
秀
写
本
』
で
は
「
ク
ツ
ル
」
が
重
出
し
「
ヲ
ヰ
イ
テ
タ
リ
」
か

「
ヲ
ヒ
テ
タ
リ
」
と
な
る
他
は
同
じ
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
、
『
音
訓
篇
立
』
同
冊
二
十

四
オ
の
《
萌
》
に
は
、
反
切
注
「
莫
耕
反
」
、
漢
文
注
「
芒
也
本
也
始
也
」（
『
新
撰
字
鏡
』

と
一
致
）、
和
訓
「
ス
ケ
」
が
あ
り
、『
賢
秀
写
本
』
で
は
、
反
切
注
が
削
ら
れ
て
い
る
が

漢
文
注
と
和
訓
は
受
け
継
が
れ
、
更
に
一
字
目
に
あ
っ
た
仮
名
音
注
「
ハ
ウ
」
「
ホ
ウ
」

「
マ
ウ
」
と
和
訓
「
ク
ツ
ル
」「
キ
サ
ス
」「
ヲ
イ
テ
タ
リ
」
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
和
訓

の
在
り
方
か
ら
、
一
字
目
は
《
崩
》
字
と
の
混
乱
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

二
二 

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
二
〇
二
三
年
四
月
に
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
し
た
。
そ
の
た
め
、
二

〇
二
二
年
の
調
査
時
の
記
録
に
依
っ
て
い
る
。 

二
三 

『
日
本
書
紀
』
仁
徳
紀
に
見
え
る
「
民
萌
」
は
、
漢
語
出
自
と
み
ら
れ
る
が
、
諸
本

「
オ
ホ
ン
タ
カ
ラ
」
と
訓
読
す
る
の
で
除
い
た
。
ま
た
『
日
本
古
典
文
学
大
系
82 

親
鸞

集 

日
蓮
集
』
所
収
「
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
（
善
性
本
）
」
に
「
萠ほ

う

友う

」
〔
１
７
９
頁
〕
と

い
う
例
が
見
え
る
。
「
朋
友
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
が
、
影
印
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
指
摘
に
と
ど
め
る
。 

二
四 

水
野
（
一
九
六
五
）
に
「
古
写
本
」
と
し
て
挙
が
る
諸
本
（
玉
雲
寺
本
を
除
く
）
の

う
ち
、「
山
水
経
」
を
含
む
全
九
院
蔵
真
筆
「
山
水
経
」・
乾
坤
院
本
・
正
法
寺
本
・
長
円

寺
本
・
瑠
璃
光
寺
本
・
秘
蜜
正
法
眼
蔵
・
泉
福
寺
本
正
法
眼
蔵
抄
を
選
び
、
『
永
平
正
法
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眼
蔵
蒐
集
大
成
』
所
収
影
印
に
よ
っ
て
調
査
し
た
。
字
体
は
、
泉
福
寺
本
は
「
萌
」
、
他

六
本
は
全
て
「
萠
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
旧
大
系
所
収
の
『
正
法
眼
蔵
』
は
抄
出
で
あ
る

た
め
、
①
②
が
『
正
法
眼
蔵
』
の
全
用
例
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
点
を
こ
と
わ
っ
て
お
く
。 

二
五 

他
に
、
白
山
本
・
猪
熊
本
・
六
地
蔵
寺
本
・
享
禄
本
・
龍
門
文
庫
本
・
只
見
本
・
書

陵
部
本
を
調
査
し
た
。
字
体
は
、
白
山
本
と
書
陵
部
は
「
萌
」
、
他
六
本
は
全
て
「
萠
」

で
あ
っ
た
。 

二
六 

各
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
長
坂
（
二
〇
〇
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

二
七 

④
「
勾
萌
」
は
、
春
を
司
る
神
で
あ
る
「
句
芒
」
と
解
す
る
説
と
、
「
禍
の
前
兆
」

と
解
す
る
説
と
が
あ
る
。
⑤
は
、
『
白
氏
文
集
』
巻
四
「
鵶
九
剣
」
の
「
蟄
虫
昭
蘇
萌
草

出
」
が
出
典
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
「
鵶
九
剣
」
の
例
は
、
『
礼
記
』
「
楽
記
」
の
「
然
後

草
木
茂
、
区
萌
達
、
羽
翼
奮
、
角
觡
生
、
蟄
虫
昭
蘇…

…

」
を
典
拠
と
し
て
い
る
。 

二
八 

こ
の
ほ
か
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
「
萠マ

ウ

（
去
）

芽ケ

（
平
）
」〔
五
末
４
３
ウ
５
〕
を
確

認
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
﨑
勇
帆
氏
か
ら
、
応
永
本
『
論
語
抄
』
に
「
聖
人
ハ
未ビ

萠ボ
ウ

ヲ
知

ル
。」
〔
翻
刻
６
４
６
頁
〕
の
例
が
あ
る
旨
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。 

二
九 

本
書
に
示
さ
れ
る
読
み
癖
は
、
一
般
に
は
室
町
時
代
の
発
音
を
反
映
す
る
も
の
と
さ

れ
る
が
、
貞
享
版
に
見
え
ず
元
禄
版
の
み
に
見
え
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
便
宜
上
こ
こ
に
記

し
た
。 

三
〇 

こ
の
種
の
字
書
に
つ
い
て
は
、
関
場
（
二
〇
〇
六
）
に
詳
し
い
。 

三
一 

『
四
書
画
引
』
に
は
「
分
ー
、
ー
蘖
」
と
い
う
注
が
あ
る
が
、
前
者
は
『
論
語
』「
季

氏
篇
」
の
「
邦
分
崩
離
析
、
而
不
能
守
也
」
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
、
注
21
に
も
指
摘

し
た
《
崩
》
と
の
混
同
が
認
め
ら
れ
る
。 

三
二 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
59 

謡
曲
集
②
』
三
〇
四
頁
の
頭
注
に
よ
る
。
ま
た
、

坂
本
清
恵
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
宝
生
流
・
金
剛
流
・
金
春
流
の
現
行
謡
本
の
画
像
を
拝

見
し
て
確
認
し
た
。
金
春
流
の
謡
本
に
は
当
該
箇
所
に
「
ス
ム
」
と
い
う
注
記
が
あ
り
、

清
音
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。 

三
三 

「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」（
中
納
言 

2
.7

.2

デ
ー
タ
バ
ー
ジ
ョ
ン 

2
0

2
3

.0
3

）
で
語

彙
素
を
「%

萌%

」
、
語
種
を
「
漢
」
に
指
定
し
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
、「
萌
芽
」
が
80
例
、

「
未
萌
」
が
６
例
、
「
萌
動
」
「
萌
発
」
が
『
明
六
雑
誌
』
に
各
１
例
で
、
「
未
萌
」
は
一

九
〇
一
年
の
『
太
陽
』
２
例
が
最
新
の
用
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
萌
芽
」
は
一
九
〇
一

～
一
九
二
五
年
に
合
計
53
例
見
ら
れ
た
。
ま
た
「
萌
芽
」
に
対
す
る
振
り
仮
名
は
、
「
ほ

う
が
」
６
例
「
は
う
が
」
１
例
で
あ
っ
た
。 

三
四 

泥
母
に
つ
い
て
も
お
お
む
ね
並
行
的
な
現
象
が
観
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
《
囊
》
や

《
農
》
は
、
『
大
綱
鈔
』
は
ダ
行
の
み
で
、
『
絵
鈔
』
『
俚
諺
抄
』
に
も
ダ
行
が
散
見
さ
れ

 

る
が
、『
国
字
辨
』『
国
字
解
』
で
は
ナ
行
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、《
南
》
は
『
大
綱
鈔
』

で
は
「
ダ
ン
」
１
回
に
対
し
「
ナ
ン
」
が
２
回
現
れ
る
な
ど
、
明
母
の
マ
行
よ
り
は
現
れ

や
す
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
他
の
資
料
で
も
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い

て
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

三
五 

本
稿
で
は
、
一
字
に
複
数
の
音
が
対
応
す
る
状
態
が
解
消
さ
れ
、
一
方
の
音
に
固
定

化
し
て
い
く
こ
と
を
、
屋
名
池
（
二
〇
〇
五
）
に
な
ら
い
「
一
元
化
」
と
称
す
る
。 

三
六 

関
連
し
て
、
近
世
後
期
頃
に
は
「
傍
輩
」
を
「
朋
輩
」
と
表
記
し
た
例
が
現
れ
る
が
、

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
「
当
て
字
」
と
さ
れ
て
お
り
、
オ
段
長
音
の
開
合
の
合
流
に

く
わ
え
、
《
傍
》
の
清
音
形
ホ
ウ
が
一
般
的
で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
安
定
性
を
獲

得
し
た
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
《
朋
》
の
清
音
形
ホ
ウ
が
一
般
化
し

て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。 

三
七 

こ
の
二
語
に
つ
い
て
、
学
会
発
表
時
の
レ
ジ
ュ
メ
に
は
「
『
太
平
記
』
に
も
見
ら
れ
、

濁
音
の
「
ぼ
う
」
も
土
井
本
に
裏
付
け
ら
れ
る
」
と
記
載
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

事
実
は
な
く
、
全
く
の
誤
認
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

三
八 

『
経
典
余
師
』
訓
読
文
・
注
釈
文
で
は
、
「
朋
友
」
の
読
み
を
ボ
ウ
ユ
ウ
と
し
た
例

は
な
く
、
全
て
ホ
ウ
ユ
ウ
で
あ
っ
た
。 

三
九 

本
稿
で
扱
っ
た
《
萌
》
と
似
た
例
に
〈
ま
ど
〉
を
意
味
す
る
《
牖
》
が
あ
る
。
こ
の

字
は
、
規
範
的
に
は
「
イ
ウ
」
と
い
う
字
音
が
期
待
さ
れ
る
が
、
中
世
に
お
け
る
一
般
的

な
字
体
が
、
旁
を
「
庸
」
に
作
る
「
牗
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、「
ヨ
ウ
」
が
普
及
し
て
い

た
（
高
松
一
九
九
三
）。
し
か
し
、
現
代
で
は
使
用
頻
度
が
減
っ
た
た
め
に
、
慣
用
音
の

「
ヨ
ウ
」
は
廃
れ
、
現
行
の
漢
和
辞
典
の
多
く
は
、
規
範
的
な
「
イ
ウ
」
の
み
が
示
さ
れ

る
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
《
萌
》
と
は
異
な
る
帰
結
と
な
っ
て
い
る
。 

  

【
参
考
文
献
】 

有
坂
秀
世
（
一
九
四
〇
）
「
メ
イ
（
明
）
ネ
イ
（
寧
）
の
類
は
果
し
て
漢
音
な
ら
ざ
る

か
」『
音
声
学
協
会
会
報
』
六
四
、
七
～
九
頁 

石
山
裕
慈
（
二
〇
二
一
）「
浄
土
三
部
経
音
義
の
漢
字
音
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一

四
六
輯
、
四
八
～
六
〇
頁 

伊
藤
智
弘
（
二
〇
二
〇
）
「
「
字
鏡
集
」
の
字
音
掲
載
方
針
に
つ
い
て
」『
訓
点
語
と
訓

点
資
料
』
一
四
五
輯
、
左
三
七
～
五
九
頁 

江
守
賢
治
（
一
九
八
六
）
『
解
説
字
体
辞
典
』
三
省
堂 

大
島
英
之
（
二
〇
二
二
）「
『
色
葉
字
平
他
』
類
の
韻
書
に
お
け
る
漢
字
音―

大
東
急
記
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念
文
庫
本
・
龍
門
文
庫
本
を
例
に―

」『
日
本
語
学
論
集
』
一
八
号
、 

二
三

六
(1)
～
二
一
一
(26)
頁 

岡
本 
勲
（
一
九
六
九
）
「
バ
・
ダ
行
音
の
前
の
鼻
音
的
要
素
は
上
代
中
古
に
遡
り
得

る
か―

漢
音
に
於
け
る
明
母
泥
母
の
音
価
よ
り
の
推
定―

」
『
国
語
国
文
』

三
八
巻
五
号
、
三
一
～
四
三
頁 

小
倉 

肇
（
一
九
九
五
）
『
日
本
呉
音
の
研
究
』
新
典
社 

小
林
芳
規
（
一
九
六
七
）
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』

東
京
大
学
出
版
会 

小
林
芳
規
（
二
〇
〇
四
）『
角
筆
文
献
研
究
導
論 

中
巻 

日
本
国
内
篇
（
上
）
』
汲
古
書

院 

斎
木
正
直
（
二
〇
一
二
）
「H

N
G

の
利
用
を
通
し
て
見
た
親
鸞
・
明
恵
の
字
体
」
『
漢

字
字
体
史
研
究
』
勉
誠
出
版
、
三
六
七
～
三
七
八
頁 

佐
々
木
勇
（
二
〇
〇
九
）
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』
汲
古
書
院 

佐
々
木
勇
（
二
〇
一
二
）
「
親
鸞
使
用
の
声
点
加
点
形
式
に
つ
い
て―

坂
東
本
『
教
行

信
証
』
声
点
の
位
置
づ
け―

」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
二
九
輯
、
一
～

一
八
頁 

鈴
木
俊
幸
（
二
〇
〇
七
）
『
江
戸
の
読
書
熱 

自
学
す
る
読
者
と
書
籍
流
通
』
平
凡
社 

鈴
木
功
眞
（
二
〇
二
二
）
「
近
世
前
期
開
版
倭
玉
篇
の
諸
本
に
就
い
て―

四
百
七
十
七

部
首
系
諸
本―

」『
中
部
日
本
・
日
本
語
学
研
究
論
集
』
和
泉
書
院
、
八
七

(422)
～
一
〇
六
(402)
頁 

関
場 

武
（
二
〇
〇
六
）「
「
四
書
字
引
」
と
そ
の
周
辺
」『
藝
文
研
究
』
九
一
巻
一
号
、

二
七
二
(1)
～
二
四
〇
(33)
頁 

高
田
時
雄
（
一
九
八
八
）
『
敦
煌
資
料
に
よ
る
中
國
語
史
の
研
究
』
創
文
社 

高
松
政
雄
（
一
九
九
三
）「
日
本
漢
字
音
の
音
形―

韻
母
論
（
二
）―

」『
日
本
文
芸
研

究
』
四
五
巻
二
号
、
一
～
二
〇
頁 

築
島 

裕
（
一
九
六
七
）
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究 

研
究
篇
』
東
京
大
学
出
版
会 

築
島 

裕
（
一
九
八
六
）「
高
山
寺
蔵
大
毗
盧
遮
那
成
佛
經
疏
永
保
點
解
説
」『
高
山
寺

古
訓
点
資
料
第
三
』
東
京
大
学
出
版
会
、
三
～
二
二
頁 

築
島 

裕
（
二
〇
〇
八
）「
国
語
史
学
よ
り
見
た
弘
法
大
師
」『
弘
法
大
師
墨
蹟
聚
集 

論

文
篇
』
弘
法
大
師
墨
蹟
聚
集
刊
行
会
、
三
二
三
～
三
三
八
頁 

長
坂
成
行
（
二
〇
〇
八
）
『
伝
存
太
平
記
写
本
総
覧
』
和
泉
書
院 

中
澤
信
幸
（
二
〇
一
三
）
『
中
近
世
日
本
に
お
け
る
韻
書
受
容
の
研
究
』
お
う
ふ
う 

 

日
東
寺
慶
治
（
一
九
九
四
）「
太
平
記
整
版
の
研
究
」『
太
平
記
と
そ
の
周
辺
』
新
典
社
、

四
七
三
～
五
〇
〇
頁 

平
山
久
雄
（
一
九
九
三
）
「
中
国
語
に
お
け
る
音
韻
変
化
規
則
の
例
外―

そ
れ
を
生
み

出
す
諸
原
因
に
つ
い
て―

」『
東
方
学
』
八
五
、
一
四
〇
(1)
～
一
二
七
(14)
頁 

平
山
久
雄
（
二
〇
二
二
）
『
中
古
音
講
義
』
汲
古
書
院 

松
井
利
彦
（
一
九
七
一
）「
近
世
漢
学
に
お
け
る
漢
字
音
の
位
相
」『
国
語
国
文
』
四
〇

巻
五
号
、
一
～
三
三
頁 

松
井
利
彦
（
一
九
八
六
）
「
明
治
初
期
漢
語
辞
書
の
系
譜
」
『
国
語
史
学
の
為
に 

第
二

部 

古
辞
書
』
笠
間
書
院
、
六
三
七
～
七
一
六
頁 

水
野
弥
穂
子
（
一
九
六
五
）
「
「
正
法
眼
蔵
」
の
諸
本
そ
の
他
に
つ
い
て
」
『
日
本
古
典

文
学
大
系
81 

正
法
眼
蔵 

正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
三
四
～
五
六
頁 

屋
名
池
誠
（
二
〇
〇
五
）「
現
代
日
本
語
の
字
音
読
み
取
り
の
機
構
を
論
じ
、「
漢
字
音

の
一
元
化
」
に
及
ぶ
」『
築
島
裕
博
士
傘
寿
記
念
国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院
、

六
七
〇
～
六
九
二
頁 

山
本
嘉
孝
（
二
〇
二
一
）
「
近
世
日
本
に
お
け
る
『
蒙
求
』
の
音
声
化―

漢
字
音
と
連

続
性―

」『
古
典
は
遺
産
か
？ 

日
本
文
学
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
遺
産
の
利
用

と
再
創
造
（
ア
ジ
ア
遊
学2

6
1

）』
勉
誠
出
版
、
一
四
三
～
一
五
八
頁 

文
化
庁
文
化
部
国
語
課
（
一
九
九
九
）
『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧 

1
8

2
0

～1
9

4
6

年
』

大
蔵
省
印
刷
局 

 

【
資
料
文
献
】 

本
稿
で
言
及
し
た
文
献
に
限
定
す
る
。
た
だ
し
、
表
１
に
示
し
た
漢
和
辞
典
類
は
全
て

省
略
し
た
。
ま
た
、
影
印
本
に
つ
い
て
は
出
版
社
名
と
刊
年
の
み
を
記
し
た
。
な
お
、
以

下
に
挿
入
し
た
リ
ン
ク
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
四
年
一
月
三
一
日
最
終
閲
覧
。 

 

中
国
資
料 

切
三
：
『
十
韻
彙
編
』
一
九
六
三
、
臺
灣
学
生
書
局 

王
二
・
王
三
：
周
祖
謨
（
編
）（
一
九
八
三
）
『
唐
五
代
韻
書
集
存 

上
』
中
華
書
局 

広
韻
：
余
廼
永
（
校
注
）
（
二
〇
〇
〇
）
『
新
校
互
註
宋
本
広
韻
』
上
海
辞
書
出
版
社 

集
韻
：
『
集
韻 

附
索
引
』
一
九
八
五
、
上
海
古
籍
出
版
社 

宋
本
玉
篇
：
宮
内
庁
書
陵
部
漢
籍
集
覧
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

b
2

.sid
o

.k
eio

.ac
.jp

/k
an

s

ek
i/b

ib
_

d
etail?b

ib
id

=
0

4
3

7
3

9

〉 

康
煕
字
典
：『
王
引
之
校
改
本
康
煕
字
典
』
一
九
九
六
、
上
海
古
籍
出
版
社 
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一
切
経
音
義
：
【
玄
応
音
義
】
『
古
辞
書
音
義
集
成 

７
～
９
』
一
九
八
〇
～
八
一
、
汲

古
書
院
【
慧
琳
音
義
】S

A
T

大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

経
典
釈
文
：【
抱
経
堂
本
】
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
〈h

tt

p
s://w

w
w

.w
u

l.w
ased

a
.ac.jp

/k
o

ten
sek

i/h
tm

l/ro
1

2
/ro

1
2

_
0

0
4

8
1

/in
d

ex
.h

tm
l

〉【
通

志
堂
本
】
『
語
言
文
字
学
叢
刊 

経
典
釈
文
』
一
九
七
五
、
鼎
文
書
局 

干
禄
字
書
：
杉
本
つ
と
む
（
一
九
七
二
）
『
漢
字
入
門 

『
干
禄
字
書
』
と
そ
の
考
察
』

早
稲
田
大
学
出
版
部 

五
経
字
様
・
九
経
字
様
：『
異
体
字
研
究
資
料
集
成 

別
巻
１
』
一
九
七
五
、
雄
山
閣
出

版 

古
俗
字
略
・
宋
元
以
来
俗
字
譜
：
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成 

第
二
期
８
』
一
九
九
五
、

雄
山
閣
出
版 

 日
本
辞
書
・
音
義
・
近
世
以
前
漢
字
研
究
書 

篆
隷
万
象
名
義
：
『
高
山
寺
古
辞
書
資
料
第
一
』
一
九
七
七
、
東
京
大
学
出
版
会 

新
撰
字
鏡
（
天
治
本
）
：『
新
撰
字
鏡
天
治
本 

附 
享
和
本
・
群
書
類
從
本
』
一
九
六
七
、

臨
川
書
店 

法
華
経
釈
文
（
醍
醐
寺
本
）
：
『
古
辞
書
音
義
集
成 

４
』
一
九
七
九
、
汲
古
書
院 

法
華
経
音
義
：【
九
条
家
本
法
華
経
音
】『
法
華
経
音
』
一
九
三
六
、
古
典
保
存
会
【
保

延
本
法
華
経
単
字
】
『
法
華
経
単
字
』
一
九
三
三
、
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
【
至
徳

版
法
華
経
音
訓
】
『
法
華
経
音
訓
』
一
九
三
一
、
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会 

浄
土
三
部
経
音
義
：【
龍
谷
大
学
蔵
本
】
龍
谷
蔵
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

a.lib
ra

ry.ry
u

k
o

k
u

.ac.jp
/p

ag
e/0

4
0

0
2

3

〉【
珠
光
編
】
『
勉
誠
社
文
庫
30
』
一
九
七
八
、
勉
誠
社 

類
聚
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
：
『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
９
～
11
』
二
〇
一
八
、
八

木
書
店 

色
葉
字
類
抄
（
前
田
本
）
：
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
18
』
一
九
九
九
、
八
木
書
店 

字
鏡
集
：
【
天
文
本
】『
字
鏡
鈔
天
文
本 

影
印
篇
』
一
九
八
二
、
勉
誠
社
【
永
正
本
】

『
古
辞
書
叢
刊 

字
鏡
抄 

七
帖
』
一
九
七
四
、
雄
松
堂
書
店
【
応
永
本
】
『
尊
経
閣

善
本
影
印
集
成
21
～
23
』
一
九
九
九
～
二
〇
〇
一
、
八
木
書
店 

和
玉
篇
（
中
世
）：【
音
訓
篇
立
】『
古
辞
書
音
義
集
成
15
～
16
』
一
九
八
一
、
汲
古
書

院
【
賢
秀
写
本
】
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
複
製
本
（
複6

2
6

）【
夢
梅
本
・
篇
目
次
第
】『
倭

玉
篇 

夢
梅
本 

篇
目
次
第 

研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
一
九
七
六
、
勉
誠
社
【
永
禄

本
類
字
韻
】
原
本
調
査
【
米
沢
本
】
米
沢
善
本
完
全
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
公
開

画
像
〈h

ttp
s://w

w
w

.lib
ra

ry.y
o

n
ezaw

a
.y

am
ag

ata.jp
/d

g
/A

A
1

8
0

.h
tm

l

〉
【
龍
門
文

 

庫
本
】
阪
本
龍
門
文
庫
善
本
電
子
画
像
集
〈h

ttp
://m

ah
o

ro
b

a.lib
.n

a
ra

-w
u

.ac.jp
/ai

c/g
d

b
/m

ah
o

ro
b

a/y
0

5
/h

tm
l/1

7
2

/

〉
【
玉
篇
略
】
『
古
辞
書
叢
刊 

玉
篇
略 

三
冊
』
一

九
七
六
、
雄
松
堂
書
店
【
伊
勢
家
本
】
原
本
調
査
【
玉
篇
要
略
集
】『
古
辞
書
叢
刊 

和
玉
篇 

一
冊
』
一
九
七
六
、
雄
松
堂
書
店
【
伝
紹
益
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
】『
静
嘉

堂
文
庫
所
蔵
古
辞
書
集
成
』
一
九
八
六
、
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版
【
松
井
本
類
字
韻
】

『
増
補
古
辞
書
叢
刊 

類
字
韻
（
附
）
初
字
通
韻
』
一
九
七
八
、
雄
松
堂
書
店
【
長

享
本
】
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
影
写
本
（
原
本
調
査
）
【
拾
篇
目
集
】
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/2

6
0

6
2

8
5

〉
【
弘

治
二
年
本
】『
増
補
古
辞
書
叢
刊 

倭
玉
篇 

三
冊
』
一
九
七
八
、
雄
松
堂
書
店 

色
葉
字
平
他
類
の
韻
書
：【
天
正
十
六
本
・
祐
徳
稲
荷
神
社
本
】『
古
辞
書
研
究
資
料
叢

刊
三
』
一
九
九
五
、
大
空
社
【
龍
門
文
庫
本
】
『
龍
門
文
庫
善
本
叢
刊
３
』
一
九
八

五
、
勉
誠
社
【
新
韻
集
】
『
新
韻
集
』
一
九
四
四
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
【
明
応

十
年
本
】
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊 

中
古
中
世
編 

一
四
』
二
〇
一
六
、
汲
古

書
院 

古
本
節
用
集
：【
文
明
本
】
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/1

2
8

6
9

8
2

/1
/1

〉【
伊
京
集
・
明
応
五
年
本
・
易
林
本
】『
改
訂

新
版 

古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
一
九
七
九
、
勉
誠
社 

運
歩
色
葉
集
：
【
元
亀
二
年
本
】
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画

像
〈h

ttp
s://rm

d
a.k

u
lib

.k
y

o
to

-u
.ac.jp

/item
/rb

0
0

0
1

3
2

4
3

〉【
静
嘉
堂
文
庫
】『
中
世

古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
一
九
七
一
、
風
間
書
房 

落
葉
集
：
小
島
幸
枝
（
編
）
（
一
九
七
八
）『
耶
蘇
会
板
落
葉
集
総
索
引
』
笠
間
書
院 

日
葡
辞
書
：
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
（
編
訳
）（
一
九
八
〇
）『
邦
訳
日
葡
辞
書
』

岩
波
書
店 

大
広
益
会
玉
篇
（
寛
永
八
年
版
）
：
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（D

4
0

:1
7

6

，
原
本
調

査
） 

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
：
【
元
禄
五
年
版
】
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（D

4
0

:7
3

2

，
原
本
調
査
）【
享
保
二
十
年
版
】
同
館
蔵
本
（D

4
0

:7
4

3

，
原
本
調
査
）【
安
永
九

年
版
】
同
館
蔵
本
（D

4
0

:7
3

7

）【
明
治
十
年
版
】
同
館
蔵
本
（D

4
0

:9
5

0

，
原
本
調

査
） 

字
集
便
覧
：
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（D

4
0

:4
8

，
原
本
調
査
） 

字
彙
（
寛
文
十
一
年
版
）
：
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（D

4
0

:3
1

5

，
原
本
調
査
） 

四
書
画
引
：
米
谷
隆
史
（
二
〇
一
六
）
「
〈
資
料
紹
介
〉
元
禄
六
年
刊
『
四
書
画
引
』
」

『
国
語
文
字
史
の
研
究 

一
五
』
和
泉
書
院
、
二
〇
七
～
二
三
二
頁 
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大
成
四
書
字
引
：
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
〈h

ttp

s://w
w

w
.w

u
l.w

a
sed

a.ac.jp
/k

o
ten

sek
i/h

tm
l/b

u
n

k
o

3
1

/b
u

n
k

o
3
1

_
e0

8
6

8
/in

d
ex

.h
tm

l

〉 

増
益
四
書
字
引
大
成
：
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（B

6
0

:1
9

4
7

，
原
本
調
査
） 

経
典
熟
字
弁
四
書
之
部
：
広
島
大
学
図
書
館
教
科
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
〈h

ttp
s://d

c.lib
.h

iro
sh

im
a
-u

.a
c.jp

/tex
t/d

etail/4
5

0
2

0
1

4
1

2
1

0
1

0
2

3
4

4
?l=

en

〉 

改
正
四
書
字
引
：
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
（
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
本
）〈h

ttp
s:

//d
o

i.o
rg

/1
0

.2
0

7
3

0
/1

0
0

4
1

4
1
2

1

〉 

増
補
四
書
字
引
大
成
：
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h

ttp
s://w

w
w

.d
ig

ital.arch
iv

e
s.g

o
.jp

/im
g

/1
2

1
4

0
7

2

〉 

増
補
四
書
字
引
大
全
：
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
（
東
京
学
芸
大
学
蔵
本
）
〈h

tt

p
s://d

o
i.o

rg
/1

0
.2

0
7

3
0

/1
0

0
3

4
6

9
8

5
〉 

和
玉
篇
（
近
世
）
：【
慶
長
十
五
年
版
】
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画

像
〈h

ttp
s://w

w
w

.d
ig

ital.arch
iv

es.g
o

.jp
/im

g
/4

3
4

4
9

8
2

〉【
慶
長
十
八
年
版
】
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/2

6
0

6
7

9
9

〉【
寛
永
四
年
版
真
草
倭
玉
篇
】
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（1

9
8

-3
5

8

，
原
本
調
査
）

【
そ
れ
以
外
】
『
江
戸
時
代
流
通
字
引
大
集
成
（
リ
ー
ル
62
～
67
）』
一
九
八
八
、

雄
松
堂
書
店 

真
草
二
行
節
用
集
（
寛
文
五
年
版
）
：
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
（
筑
波
大
学
図

書
館
蔵
本
）〈h

ttp
s://d

o
i.o

rg
/1

0
.2

0
7

3
0

/1
0

0
3

3
4

4
1

6

〉 

合
類
節
用
集
：
『
合
類
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
一
九
七
九
、
勉
誠
社 

書
言
字
考
節
用
集
：『
書
言
字
考
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引 

影
印
篇
』
一
九
七
三
、
風

間
書
房 

法
華
経
随
音
句
：
『
日
遠
著
法
華
経
随
音
句
』
一
九
七
一
、
勉
誠
社 

法
華
経
音
義
補
闕
：
『
法
華
音
義
類
聚 

坤
』
一
九
七
二
、
本
満
寺 

磨
光
韻
鏡
：
日
本
語
史
研
究
資
料 

[

国
立
国
語
研
究
所
蔵]

公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

g
lb

0
1

.

n
in

jal.ac.jp
/n

in
jald

l/b
u

n
k

en
.p

h
p

?title=
m

ak
o

u
in

k
y

o

〉 

漢
呉
音
図
：
日
本
語
史
研
究
資
料 

[

国
立
国
語
研
究
所
蔵]

公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

g
lb

0
1

.

n
in

jal.ac.jp
/n

in
jald

l/b
u

n
k

en
.p

h
p

?title=
k

an
g

o
o

n
zu

〉 

漢
語
字
類
：『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

二
』
一
九
九
五
、
大
空
社 

布
令
必
用
新
撰
字
引
：『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

三
』
一
九
九
五
、
大
空
社 

新
撰
字
類
：『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

四
』
一
九
九
五
、
大
空
社 

漢
語
便
覧
：『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

四
』
一
九
九
五
、
大
空
社 

 

増
補
新
令
字
解
：
『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

五
』
一
九
九
五
、
大
空
社 

大
全
漢
語
解
：
『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

六
』
一
九
九
五
、
大
空
社 

新
撰
字
解
：『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

六
』
一
九
九
五
、
大
空
社 

布
令
必
携
新
聞
字
引
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp

s://d
l.n

d
l.g

o
.jp

/p
id

/1
0

8
5

2
8

3
/1

/1

〉 

漢
語
類
苑
大
成
：
『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

九
』
一
九
九
五
、
大
空
社 

世
界
節
用
無
尽
蔵
：
『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

八
』
一
九
九
五
、
大
空
社 

漢
語
二
重
字
引
：
『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系 

八
』
一
九
九
五
、
大
空
社 

和
英
語
林
集
成
（
三
版
）
：
明
治
学
院
大
学
和
英
語
林
集
成
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

公
開
画
像
〈h

ttp
s://m

g
d

a.m
eijig

ak
u

in
.ac.jp

/w
ae

i

〉 

漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
：
『
明
治
期
国
語
辞
書
大
系 

普
２
』
一
九
九
七
、
大
空
社 

日
本
辞
書
言
海
：
『
明
治
期
国
語
辞
書
大
系 

普
５
』
一
九
九
八
、
大
空
社 

日
本
大
辞
書
：
『
明
治
期
国
語
辞
書
大
系 

普
６
』
一
九
九
八
、
大
空
社 

大
言
海
：
『
新
編 

大
言
海
』
一
九
八
二
、
冨
山
房 

隋
唐
音
図
：『
勉
誠
社
文
庫
42
』
一
九
七
八
、
勉
誠
社 

 訓
点
資
料
・
漢
文
注
釈
書 

大
日
経
疏
（
高
山
寺
本
）
：『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
三
』
一
九
八
六
、
東
京
大
学
出
版
会 

仮
名
書
き
法
華
経
：
【
足
利
本
】『
足
利
本
仮
名
書
法
華
経 

影
印
篇
』
一
九
七
四
、
勉

誠
社
【
妙
一
記
念
館
本
】
『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経 

影
印
篇 

上
下
』
一

九
八
八
、
霊
友
会
【
佼
成
図
書
館
蔵
本
】
田
島
毓
堂
（
編
）（
一
九
九
八
）『
佼
成
図

書
館
蔵
法
華
経
和
歌
付
き
仮
名
書
き
法
華
経
の
研
究 

影
印
篇
』
右
文
書
院 

教
行
信
証
（
板
東
本
）：
『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成 

一
・
二
』
二
〇
〇
五
、
法
蔵
館 

大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
：【
興
福
寺
本
】
築
島
裕
（
一
九
六
五
）『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺

三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究 

訳
文
篇
』
東
京
大
学
出
版
会
【
人
文
研
本
】

東
方
學
デ
ジ
タ
ル
圖
書
館
公
開
画
像
〈h

ttp
://k

an
ji.zin

b
u

n
.k

y
o
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-u
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/d

b
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e/to

h
o

/h
tm

l/M
0

0
5

m
en

u
.h

tm
l

〉 

大
唐
西
域
記
（
人
文
研
本
）
：
東
方
學
デ
ジ
タ
ル
圖
書
館
公
開
画
像
〈h

ttp
://k

an
ji.zin

b
u

n
.k

y
o

to
-u

.ac.jp
/d

b
-m

ach
in

e/to
h

o
/h

tm
l/M

0
0

2
m

en
u

.h
tm

l

〉 
南
海
寄
帰
内
法
伝
（
石
山
寺
旧
蔵
本
）
：『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部
５
』
一
九

八
〇
、
八
木
書
店 

孟
子
：
【
書
陵
部
蔵
集
註
本
】
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
収
蔵
漢
籍
集
覧
公
開
画
像
〈h

ttp
s://

d
b

2
.sid

o
.k

eio
.ac.jp

/k
an

sek
i/b
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_

d
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=
0

0
7

2
5

6

〉【
斯
道
文
庫
蔵
広
隆
寺
本
】

 −99 (28)−



 

原
本
調
査
（0

9
2

/ﾄ
1

8
/5

）【
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
宣
賢
加
点
本
】
京
都
大
学
貴

重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h

ttp
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d
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u
lib
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o
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/item
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0
0

0
7

9
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7

〉【
東
洋
文
庫
蔵
有
注
本
】
岩
崎
文
庫
善
本
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開

画
像
〈h
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2
4
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3
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1

5
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3
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0
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T
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ag

e=
1

&
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ea
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〉
【
東
洋
文
庫
無
注
永
禄
十
年
写
本
】
岩
崎
文
庫
善
本
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
〈h

ttp
://1

2
4

.3
3

.2
1

5
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3
6
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〉【
龍
谷
大
学
蔵
集
註
大
全
】
龍
谷
蔵
公

開
画
像
〈h

ttp
s://d

a.lib
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ry.ry
u

k
o

k
u

.a
c.jp

/p
ag

e/0
4

0
0

0
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〉 

史
記
（
高
山
寺
本
）
：『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一
』
一
九
八
〇
、
東
京
大
学
出
版
会 

漢
書
楊
雄
伝
（
国
宝
岩
崎
本
）：
ｅ
国
宝
公
開
画
像
〈h
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s://em

u
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m
.n
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〉 

臣
軌
（
書
陵
部
本
）：
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
収
蔵
漢
籍
集
覧
公
開
画
像
〈h
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s://d

b
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k
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_
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id
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7
7

0
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〉 

六
韜
：
【
陽
明
文
庫
蔵
天
文
写
本
】
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（5

5
-9

0
0

-5

）
【
慶
應
大
学
蔵
室
町
後
期
写
本
】
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h
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s://d
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〉【
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
業
賢
筆
本
】
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h
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s://rm

d
a.k

u
lib

.k
y

o
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/item
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0
0

0
0

7
9

3
3

〉

【
斯
道
文
庫
蔵
天
正
十
二
年
写
本
】
原
本
調
査
（0

9
1

/ﾄ
4

1
8

/2
）【
斯
道
文
庫
蔵
室

町
時
代
写
本
】
原
本
調
査
（0

9
1

/ﾄ
8

3
/1

）【
斯
道
文
庫
蔵
首
欠
本
】
原
本
調
査
（0

9

1
/ﾄ

4
0

2
/2

） 

三
略
（
知
恩
院
本
）
：
小
林
（
一
九
六
七
） 

蒙
求
（
標
題
本
）
：【
長
承
本
】『
長
承
本 

蒙
求
』
一
九
九
〇
、
汲
古
書
院
【
正
倉
院
本
】

『
蒙
求
』
一
九
二
九
、
竹
柏
会
【
東
洋
文
庫
本
】『
蒙
求
古
註
集
成
上
』
一
九
八
八
、

汲
古
書
院
【
建
保
本
】
佐
々
木
（
二
〇
〇
九
）
資
料
編
【
康
永
本
】
佐
々
木
（
二
〇

〇
九
）
資
料
編
【
龍
谷
大
学
本
】
龍
谷
蔵
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

a.lib
rary.ry

u
k

o
k

u
.

ac.jp
/p

ag
e/1

1
0

0
1

8

〉 

蒙
求
（
有
注
本
）
：【
故
宮
博
物
館
本
】
池
田
利
夫
（
編
）（
一
九
八
八
）『
蒙
求
古
註
集

成 

上
』
汲
古
書
院
【
応
安
刊
本
】
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画

像
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/2

5
3

2
1
1

7
/1

/1

〉【
大
永
五
年
本
】
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/2

5
4

4
9

6
0

/1
/1

〉（
角
筆
は
原

本
調
査
）
【
南
葵
文
庫
本
】
東
京
大
学
附
属
図
書
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

tt

p
s://iiif.d

l.itc.u
-to

k
y

o
.ac.jp

/rep
o

/s/n
a
n

k
i/d

o
cu

m
en

t/8
5

cb
3

9
7

4
-0

ed
f-2

fc9
-6

2
1

4
-

 
9

8
7

4
8

4
f2

2
2

1
5

〉【
内
閣
文
庫
本
】
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画

像
〈h

ttp
s://w

w
w

.d
ig

ital.a
rch

iv
es.g

o
.jp

/im
g

/3
3

3
6

5
2

2

〉【
京
都
大
学
附
属
図
書
館

蔵
天
正
八
年
本
】
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h

ttp
s:/

/rm
d

a.k
u

lib
.k

y
o

to
-u

.ac.jp
/item

/rb
0

0
0

1
3

3
1

5

〉【
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
徐
注
本
】

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h

ttp
s://rm

d
a
.k

u
lib

.k
y

o
to

-u
.ac.jp

/ite
m

/rb
0

0
0

0
7

9
3

2

〉 

五
行
大
義
（
穂
久
邇
文
庫
本
）
：『
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
七
～
八
』
一
九
八
九
～

九
〇
、
汲
古
書
院 

群
書
治
要
（
書
陵
部
本
）：
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

b
2

.si

d
o

.k
eio

.ac.jp
/k

an
sek

i/b
ib

_
d

etail?b
ib

id
=

0
6

9
3

3
6

〉 

老
子
道
徳
経
：
【
応
安
本
】
ｅ
国
宝
公
開
画
像
〈h

ttp
s://e

m
u

seu
m

.n
ich

.g
o

.jp
/d

etail?

co
n

ten
t_

b
ase_

id
=

1
0

0
4

0
0

〉【
至
徳
本
】
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
収
蔵
漢
籍
集
覧
公
開
画

像
〈h

ttp
s://d

b
2

.sid
o

.k
eio

.ac
.jp

/k
an

se
k

i/b
ib

_
d

etail?b
ib

id
=

0
0

7
3

0
6

〉 

文
選
：【
管
見
記
紙
背
巻
二
】
山
崎
誠
（
一
九
八
四
）「
文
選
巻
二
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
管

見
記
」
紙
背
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説
」
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
７
』
武
蔵
野
書
院
【
天

理
本
巻
二
十
六
】
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部
２
』
一
九
八
〇
、
八
木
書
店

【
猿
投
神
社
蔵
正
安
頃
加
点
本
】
小
林
芳
規
（
一
九
六
〇
～
一
九
六
二
）
「
猿
投
神

社
蔵
正
安
本
文
選
（
一
）
～
（
四
）」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
四
、
一
六
、
一
八
、

二
一 

白
氏
文
集
：【
嘉
禎
本
】『
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集 

巻
五
十
四 

六
十
二 

六
十
三 

六
十

五 

六
十
八 

附
四
』
一
九
八
四
、
勉
誠
社
【
正
応
本
】
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
漢

籍
之
部
二
』
一
九
八
〇
、
八
木
書
店
【
正
和
本
】
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h

ttp
s://rm

d
a.k

u
lib

.k
y

o
to

-u
.ac.jp

/item
/rb

0
0

0
1

3
4

9
2

〉
【
猿

投
神
社
蔵
文
和
二
年
本
】
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（5

8
-2

-3

） 

管
見
抄
：
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h

ttp
s://w

w
w

.d
ig

ital.ar

ch
iv

es.g
o

.jp
/im

g
/2

5
4

5
1

7
2

〉 

三
教
指
帰
：【
天
理
本
】
太
田
次
男
（
一
九
八
九
）「
聾
瞽
指
帰
と
三
教
指
帰―

付
・
天

理
図
書
館
蔵
仁
平
四
年
写
本
の
翻
字―

」
『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
一
二
、
六

九
～
九
四
【
仁
和
寺
本
】
築
島
裕
・
小
林
芳
規
・
沼
本
克
明
・
花
野
憲
道
・
月
本
雅

幸
・
松
本
光
隆
・
山
本
真
吾
（
一
九
九
六
）「
仁
和
寺
宝
蔵
三
教
指
帰
古
点
釈
文
」

『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
九
七
【
光
明
院
本
】
高
野
山
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h

t

tp
s://arch

iv
e
s.k

o
y

asan
-u

.ac.jp
/v

ie
w

/reso
u

rce/2
1

0
0

0
1

/

〉【
龍
門
文
庫
本
】
阪
本
龍

門
文
庫
電
子
画
像
集
公
開
画
像
〈h

ttp
s://w

w
w

.n
a
ra

-w
u

.a
c.jp

/aic/g
d

b
/m

ah
o

ro
b

a/

 −98 (29)−



 
y

0
5

/h
tm

l/2
7

4
/

〉 
三
教
指
帰
注
集
：
『
三
教
指
帰
注
集
』
一
九
九
二
、
大
谷
大
学 

文
鏡
秘
府
論
：【
書
陵
部
本
】『
文
鏡
秘
府
論
』
一
九
三
〇
、
東
方
文
化
叢
書
【
成
簣
堂

文
庫
本
】
『
文
鏡
秘
府
論
』
一
九
三
五
、
古
典
保
存
会 

秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
（
高
山
寺
本
）：『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
四
』
二
〇
〇
三
、
東

京
大
学
出
版
会 

秘
蔵
宝
鑰
：【
西
教
寺
本
】
曾
田
文
雄
・
岸
岡
民
子
（
一
九
七
〇
）「
西
教
寺
本
秘
蔵
宝

鑰
併
解
読
文
（
上
）
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
四
二
【
国
語
研
究
室
本
】
『
東
京
大

学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
一
六 

古
訓
点
資
料
集
二
』
一
九
八
六
、
汲
古
書
院
【
真

福
寺
本
】
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

o
i.o

rg
/1

0
.2

0
7

3
0

/1
0

0
1
1

5
9

2
9

〉 

本
朝
文
粋
（
久
遠
寺
本
）
：『
重
要
文
化
財 

本
朝
文
粋 

上
下
』
一
九
八
〇
、
汲
古
書
院 

管
蠡
抄
：【
金
沢
文
庫
本
】
納
富
常
夫
（
一
九
七
三
）「
金
沢
貞
顕
筆
「
管
蠡
抄
」」『
金

沢
文
庫
研
究
』
一
九
（
九･

一
〇
）【
国
会
図
書
館
本
】
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/2

6
0

6
1
1

0

〉 

法
華
和
字
解
：
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
）〈h

ttp
s:

//d
o

i.o
rg

/1
0

.2
0

7
3

0
/2

0
0

0
1

0
0
4

1

〉 

蒙
求
標
題
大
綱
鈔
：
「
叡
智
の
杜W

eb

」
公
開
画
像
（
宮
城
県
図
書
館
蔵
天
和
三
年
刊

本
）〈h

ttp
s://eich

i.lib
ra

ry.p
re

f.m
iy

ag
i.jp

/d
a/d

etail?d
ata_

id
=

0
4

0
-5

0
9

7
0

-1
-p

1

〉 

故
事
俚
諺
絵
鈔
：
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
元
禄
三
年
刊
本
（H

3
0

:4
0

0

，
原
本
調
査
） 

蒙
求
標
題
俚
諺
鈔
：
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
（
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
青
木
文

庫
蔵
宝
永
三
年
刊
本
）〈h

ttp
s://d

o
i.o

rg
/1

0
.2

0
7

3
0

/1
0

0
3
3

8
5

6
9

〉 

新
刻
蒙
求
国
字
辨
：
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
安
永
六
年
刊
本
（
加
〇
二
〇

四
三
，
原
本
調
査
） 

補
註
蒙
求
国
字
解
：
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
寛
政
元
年
補
闕
刊
本
（H

3
0

:3
9

9
，
原

本
調
査
） 

蒙
求
図
会
：
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
山
内
文
庫
蔵
享
和
元
年
刊
本
（
国
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）〈h

ttp
s://d

o
i.o

rg
/1

0
.2

0
7

3
0

/1
0

0
1
4

1
3

8
7

〉 

四
書
示
蒙
句
解
：
内
閣
文
庫
蔵
享
保
四
年
刊
本
（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
公
開
画
像
）
〈h

ttp
s://w

w
w

.d
ig

ital.a
rch

iv
es.g

o
.jp

/im
g

/3
9

5
7

0
8

0

〉 

近
思
録
示
蒙
句
解
：
関
西
大
学
蔵
本
（
関
西
大
学
東
ア
ジ
ア
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公

開
画
像
）
〈h

ttp
s://w

w
w

.iiif.k
u

-o
rca

s.k
an

sai-u
.ac

.jp
/b

o
o

k
s/2

1
0

1
8

5
2

2
8

〉 

経
典
余
師
四
書
之
部
：【
初
版
】
内
閣
文
庫
蔵
天
明
六
年
刊
本
（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
）〈h

ttp
s://w

w
w

.d
ig

ital.a
rch

iv
es.g

o
.jp

/im
g

/4
1

3
6

6
0

 
1

〉【
三
版
】
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
山
内
文
庫
蔵
文
政
七
年
刊
本
（
国
書
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）
〈h

ttp
s://d

o
i.o

rg
/1

0
.2

0
7

3
0

/1
0

0
2

3
1

2
3

1

〉【
五
版
】
国
立

国
会
図
書
館
蔵
嘉
永
五
年
刊
本
（
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
）

〈h
ttp

s://d
l.n

d
l.g

o
.jp

/p
id

/2
5

5
7

0
1

8

〉 

経
典
余
師
近
思
録
之
部
：
内
閣
文
庫
蔵
天
保
十
四
年
刊
本
（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
）
〈h

ttp
s://w

w
w

.d
ig

ital.a
rch

iv
es.g

o
.jp

/im
g

/4
2

7
2

5
8

1

〉 

訓
蒙
蒙
求
国
字
解
：
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
公
開
画
像
）
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/7

7
7

3
5

9

〉 

塚
本
哲
三
（
編
）
（
一
九
二
七
）『
漢
文
叢
書 

四
書
全
』
有
朋
堂
書
店 

塚
本
哲
三
（
編
）
（
一
九
二
八
）『
漢
文
叢
書 

蒙
求
全
』
有
朋
堂
書
店 

塚
本
哲
三
（
編
）（
一
九
二
八
）『
漢
文
叢
書 

近
思
録
全
・
伝
習
録
全
』
有
朋
堂
書
店 

内
野
熊
一
郎
（
一
九
六
二
）
『
新
釈
漢
文
大
系 

孟
子
』
明
治
書
院 

早
川
光
三
郎
（
一
九
七
三
）
『
新
釈
漢
文
大
系 

蒙
求
（
上
）』
明
治
書
院 

市
川
安
司
（
一
九
七
五
）
『
新
釈
漢
文
大
系 

近
思
録
』
明
治
書
院 

 非
漢
文
資
料 

源
氏
奥
入
：『
奥
入 

大
橋
家
本
』
一
九
七
一
、
日
本
古
典
文
学
刊
行
会 

尊
号
真
像
銘
文
（
広
本
・
略
本
）
：『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
四
』
二
〇
〇
六
、
法
蔵

館 

平
家
物
語
（
延
慶
本
）
：『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊 

中
古
中
世
編 

別
巻
一
』
二
〇

〇
六
～
二
〇
〇
八
、
汲
古
書
院 

山
水
経
：
【
真
筆
本
】『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
別
巻
』
一
九
八
〇
、
大
修
館
書
店 

正
法
眼
蔵
：【
乾
坤
院
本
】『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
１
』
一
九
七
八
、
大
修
館
書
店

【
正
法
寺
本
】
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
１
』
一
九
七
八
、
大
修
館
書
店
【
秘
蜜

正
法
眼
蔵
】『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
１
』
一
九
七
八
、
大
修
館
書
店
【
長
円
寺

本
】『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
４
』
一
九
七
九
、
大
修
館
書
店
【
瑠
璃
光
寺
本
】

『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
５
』
一
九
七
八
、
大
修
館
書
店 

正
法
眼
蔵
抄
：
【
泉
福
寺
本
】
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
12
』
一
九
七
四
、
大
修
館

書
店 

神
皇
正
統
記
：【
白
山
本
】『
神
皇
正
統
記 

一
～
四
』
一
九
三
三
、
三
秀
舎
【
猪
熊
本
】

國
學
院
大
学
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
公
開
画
像
〈h

ttp
s://o

p
ac.k

o
k

u
g

ak
u

in
.ac.j

p
/lib

rary
/lim

e/jin
n

o
sh

o
to

7
7

-3
/p

ag
es/p

ag
e0

0
1

.h
tm

l

〉
【
六
地
蔵
寺
本
】
『
六
地
蔵

寺
本
神
皇
正
統
記
』
一
九
九
七
、
汲
古
書
院
【
青
蓮
院
本
・
享
禄
本
】『
天
理
図
書
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館
善
本
叢
書
一
九 

神
皇
正
統
記
諸
本
集
』
一
九
七
五
、
八
木
書
店
【
龍
門
文
庫
本
】

阪
本
龍
門
文
庫
電
子
画
像
集
公
開
画
像
〈h

ttp
s://w

w
w

.n
a
ra

-w
u

.a
c.jp

/aic/g
d

b
/m

a

h
o

ro
b

a/y
0

5
/h

tm
l/1

0
8

/

〉
【
只
見
本
】『
神
皇
正
統
記
只
見
本 

カ
ラ
ー
影
印
・
簡
訳

・
解
説
』
二
〇
二
〇
、
福
島
県
只
見
町
教
育
委
員
会
【
書
陵
部
本
】
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
紙
焼
写
真
（
複5

7

）【
慶
安
二
年
版
本
】
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
〈h

ttp
s:

//d
o

i.o
rg

/1
0

.2
0

7
3

0
/2

0
0

0
0

8
3
7

9

〉（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
）
【
評
註
校
訂
神
皇

正
統
記
】
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
）
〈h

ttp
s://

d
o

i.o
rg

/1
0

.2
0

7
3

0
/2

0
0

0
0

0
3
4

3

〉 

太
平
記
（
古
態
本
）
：【
神
田
本
】
『
神
田
本
太
平
記
』
一
九
七
二
、
汲
古
書
院
【
西
源

院
本
】『
西
源
院
本
太
平
記 
一
～
三
』
二
〇
〇
五
、
ク
レ
ス
出
版
【
神
宮
徴
古
館
本
】

国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
（E

1
9

9
6

）【
玄
玖
本
】『
玄
玖
本
太
平
記 

一
～
五
』

一
九
七
三
～
七
五
、
勉
誠
社
【
簗
田
本
】
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/2

6
0

8
5

7
6

〉【
筑
波
大
学
本
】
国
書
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

o
i.o

rg
/1

0
.2

0
7

3
0

/1
0

0
0

0
0

6
4

5

〉【
南
都
本
】
国
文
学
研

究
資
料
館
紙
焼
写
真
（E

6
1

2

）【
今
川
家
本
】
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
（E

2

9
1
1

）
【
米
沢
本
】
米
沢
善
本
完
全
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
公
開
画
像
〈h

ttp
s://w

w
w

.lib
ra

ry.y
o

n
eza

w
a.y

a
m

ag
ata.jp

/d
g

/A
A

1
9

8
.h

tm
l
〉【
毛
利
家
本
】
国
文
学
研
究

資
料
館
紙
焼
写
真
（E

6
1
1

）【
益
田
本
】
國
學
院
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
公
開
画
像
〈h

ttp
s://o

p
ac

.k
o

k
u

g
ak

u
in

.ac.jp
/d

ig
ital/d

ig
lib

/taih
eik

i2
6

4
8

-1
/m

a

g
1

/p
ag

es/p
ag

e0
0

1
.h

tm
l

〉【
前
田
家
本
】
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
（
請
求

記
号
二
〇
四
〇.

四-

四
〇
）
【
神
宮
文
庫
本
】
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
（3

4
-3

3
9

-2

）
【
梵
舜
本
】
『
太
平
記 

梵
舜
本 

一
～
九
』
一
九
六
五
～
六
七
、

古
典
文
庫
【
天
正
本
】
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
（E

1
4

3
6

）【
教
運
本
】
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/2

6
0

5
2

5
8

〉【
野
尻
本
】
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h

ttp
s://w

w

w
.d

ig
ital.a

rch
iv

es.g
o

.jp
/im

g
/1

2
1

3
1

7
0

〉【
京
大
本
】
小
秋
元
段
ほ
か
（
編
）（
二
〇

一
一
）
『
校
訂
京
大
本
太
平
記 

上
下
』
勉
誠
出
版
【
日
置
本
】『
中
京
大
学
図
書
館

蔵 

太
平
記 

一
～
四
』
一
九
九
〇
、
新
典
社 

太
平
記
（
流
布
本
）
：【
土
井
本
】
西
端
幸
雄
・
志
甫
由
紀
恵
（
編
）（
一
九
九
七
）『
土

井
本
『
太
平
記
』
本
文
と
語
彙
デ
ー
タ
』
勉
誠
社
【
河
野
美
術
館
四
十
二
冊
本
】
国

文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（7

3
-1

9
6

-2

）
【
元
和
八
年
版
】
国
立
公
文

書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
（
内
閣
文
庫
蔵
本
）
〈h

ttp
s://w

w
w

.d
ig

ital.

arch
iv

es.g
o

.jp
/im

g
/3

9
6

2
7

2
6

〉【
寛
文
四
年
版
】
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（E

2

 
3

:1
5

1

原
本
調
査
）【
寛
文
十
一
年
版
】
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
（
国
文
学
研

究
資
料
館
蔵
本
）
〈h

ttp
s://d

o
i.o

rg
/1

0
.2

0
7

3
0

/2
0

0
0

0
8

3
6

9

〉【
延
宝
八
年
版
】
国
書

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
（
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
）〈h

ttp
s://d

o
i.o

rg
/1

0
.2

0

7
3

0
/1

0
0

2
2

0
9
4

0

〉【
元
禄
十
年
版
】
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（E

2
3

:7
0

原
本
調

査
）【
元
禄
十
一
年
版
】
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（G

2
4

:7
3

4

原
本
調
査
）【
享

保
七
年
版
】
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（E

2
3

:3
2

3

原
本
調
査
） 

太
閤
記
：
【
無
刊
記
版
】
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h

ttp
s://

w
w

w
.d

ig
ital.a

rch
iv

es.g
o

.jp
/im

g
/4

2
8

1
7

8
6

〉【
正
保
三
年
版
】
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/2

6
0

5
9

9
4

〉【
寛
文
二

年
版
】
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（G

2
4

:3
9

2

，
原
本
調
査
） 

謡
曲
「
俊
寛
」
：【
光
悦
謡
本
】
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
能
楽
貴
重
資
料
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://n

o
h

k
en

.w
s.h

o
sei.ac.jp

/n
o

h
k

en
_

m
aterial

/h
tm

ls/in
d

ex
/p

ag
es/cate1

/K
T

0
4

4
.h

tm
l

〉【
元
和
卯
月
本
】
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/1

2
8

8
0

2
9

〉【
明
和
改
正

本
】
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
画
像
〈h

ttp
://g

azo
.d

l.itc.u
-to

k
y

o
.ac.jp

/k
an

zeg
az

o
/K

m
V

ie
w

/0
8

1
/0

8
1

0
0

2
0

1
9

/k
m

v
iew

.h
tm

l

〉
【
観
世
流
大
成
版
】『
俊
寛 

廿
一
ノ
二
』

一
九
七
四
、
檜
書
店
【
現
行
宝
生
流
謡
本
】『
宝
生
流
特
製
一
番
本 

俊
寛
』
二
〇
一

五
、
わ
ん
や
書
店
【
現
行
金
剛
流
謡
本
】『
金
剛
流
謡
曲
本 

俊
寛
』
檜
書
店
【
現
行

金
春
流
謡
本
】
『
金
春
流
謡
曲
百
番
集
』
一
九
九
〇
、
金
春
円
満
井
会
出
版
部 

謡
抄
（
守
清
本
）
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s://

d
l.n

d
l.g

o
.jp

/p
id

/2
6

0
6

4
1

2

〉 

論
語
抄
（
応
永
本
）
：『
応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
』
一
九
七
六
、
勉
誠
社 

玉
塵
抄
（
国
会
本
）
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
〈h

ttp
s:

//d
l.n

d
l.g

o
.jp

/p
id

/2
6

0
6

7
4

9

〉 

当
流
謡
百
番
仮
名
遣
開
合
：
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（2

4
2

-7
0

-6

，

京
都
女
子
大
学
吉
沢
文
庫
蔵
本
） 

音
曲
玉
淵
集
：
『
音
曲
玉
淵
集
』
一
九
七
五
、
臨
川
書
店 

 
【
索
引
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
】 

上
田
正
（
一
九
八
七
）『
慧
琳
反
切
総
覧
』
汲
古
書
院 

北
恭
昭
（
編
）
（
一
九
九
四
～
九
五
）
『
倭
玉
篇
五
本
和
訓
集
成
』
汲
古
書
院 

周
法
高
（
一
九
六
八
）『
玄
応
反
切
字
表
』
崇
基
書
店 

當
山
日
出
夫
（
一
九
八
八
）
『
和
漢
朗
詠
集
漢
字
索
引
』
勉
誠
社 
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當
山
日
出
夫
（
一
九
八
九
）
『
新
撰
朗
詠
集
漢
字
索
引
』
勉
誠
社 

藤
井
俊
博
（
一
九
九
七
）
『
本
朝
文
粋
漢
字
索
引
』
お
う
ふ
う 

J.C
.

ヘ
ボ
ン
（
著
）
・
飛
田
良
文
・
李
漢
燮
（
編
集
）（
二
〇
〇
一
）『
和
英
語
林
集
成 

初
版
再
版
三
版
対
照
総
索
引 

第
１
～
３
巻
』
港
の
人 

漢
語
大
字
典
編
輯
委
員
會
（
二
〇
一
〇
）
『
漢
語
大
字
典 

一
～
九
（
第
二
版
）
』
四
川

出
版
集
團
・
四
川
辭
書
出
版
社 

曾
良
・
陳
敏
（
編
）
（
二
〇
一
八
）
『
明
清
小
説
俗
字
典
』
廣
陵
書
社 

加
藤
大
鶴
・
佐
々
木
勇
・
石
山
裕
慈
・
高
田
智
和
（
二
〇
二
一
）
「
資
料
横
断
的
な
漢

字
音
・
漢
語
音
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」h

ttp
s://w

w
w

2
.m

m
c.ato

m
i.ac.jp

/~
k

ato
u

/K
a
n

jio

n
D

B
/in

d
ex

.h
tm

l 

鈴
木
慎
吾
（
二
〇
〇
三
～
二
〇
二
三
）
「
篇
韻
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
内
「W

e
b

韻
圖
～
廣

韻
檢
索
～
」「
『
切
韻
』
諸
本
輯
覽
」h

ttp
s://su

zu
k

ish
.sak

u
ra

.n
e.jp

/sea
rch

/ 

豊
島
正
之
（
二
〇
一
六
～
二
〇
二
三
）
「
日
本
近
代
辞
書
・
字
書
集
」h
ttp

s://jo
ao

-ro
i

z.jp
/JP

D
IC

T
/ 

漢
字
字
体
規
範
史
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
保
存
会
（
二
〇
一
九
）
「
漢
字
字
体
規
範
史
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
単
字
検
索
」h

ttp
s://sea

rch
.h

n
g

-d
ata.o

rg
/ 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
文
学
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」h

ttp
://b

ase1
.n

ijl.

ac.jp
/~

n
k

b
th

d
b

/ 

国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
二
二
）
「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」（
バ
ー
ジ
ョ
ン2

0
2

3
.3

，

中
納
言
バ
ー
ジ
ョ
ン2

.7
.2

）h
ttp

s://clrd
.n

in
jal.ac.jp

/ch
j/ 

大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
「S

A
T

大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
（2

0
1

8

版
）h

ttp
://2

1
d

zk
.l.u

-to
k

y
o

.ac.jp
/S

A
T

/ 

愛
如
生
「
中
国
基
本
古
籍
庫
」（V

7
.0

）h
ttp

://se
rv

er.w
en

zib
ase.co

m
/ 

中
央
研
究
院
・
歴
史
語
言
研
究
所
「
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
」h

ttp
s://h

an
ch

i.ih
p

.sin
i

ca.ed
u

.tw
/ih

p
/h

an
ji.h

tm
 

  

【
附
記
】 

本
調
査
に
お
い
て
作
成
し
た
用
例
の
リ
ス
ト
は
、Go

o
g

le 

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー

ト
〈h

ttp
s://d

o
cs.g

o
o

g
le.co

m
/sp

read
sh

eets/d
/1

4
U

_
b

6
k

y
eB

q
b

A
q

8
eO

w
an

L
C

5
Q

I2
y

X
W

n
em

n
_

p
N

rzp
w

O
T

2
Q

/ed
it?u

sp
=

sh
arin

g

〉
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
六
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
「
第
一

二
七
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
」
に
お
け
る
発
表
原
稿
に
、
加
筆
修
正
を
行

っ
た
も
の
で
す
。
学
会
で
の
席
上
に
お
い
て
は
、
多
く
の
貴
重
な
意
見
を
賜
り

ま
し
た
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
、

宮
内
庁
書
陵
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
し
て
い
た

だ
き
、
用
例
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
い

た
し
ま
す
。 

な
お
、
本
稿
はJS

P
S

科
研
費2

1
J2

0
1

6
7

・2
2

K
J0

5
4

5

の
助
成
を
受
け
て
お

り
ま
す
。 

 

 

 −95 (32)−




